
(57)【要約】

  【課題】

複数のホストと複数の記憶制御装置がある計算機環境に

おいて、複数の記憶制御装置をまたがってライト順序を

保証するリモートコピーを実施するときに、１ホストが

リモートコピーに該当する全記憶制御措置のコピー情報

を代表して取得する。

【解決手段】

複数の記憶制御装置の代表記憶制御装置が、リモートコ

ピー対象の記憶制御装置で個々に管理するコピー状態を

収集し、代表記憶制御装置に保管する。ホストは代表記

憶制御装置に対し、コピー状態取得指示を用いて保管さ

れたコピー状態を取得する。

  【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
計 算 機 シ ス テ ム で あ っ て 、
第 １ の 通 信 線 に 接 続 さ れ る 第 １ の ホ ス ト 計 算 機 と 、
前 記 第 １ の ホ ス ト 計 算 機 が 第 １ の 通 信 線 を 介 し て 利 用 す る デ ー タ を 格 納 可 能 な 複 数 の 第 1
の 記 憶 領 域 と 、 前 記 第 １ の 記 憶 領 域 を 構 成 す る 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 に 接 続 さ れ る 第 １ の 制
御 部 と 、 前 記 第 １ の 制 御 部 に 接 続 さ れ る 第 １ の メ モ リ と 、 を 有 す る 前 記 第 １ の 通 信 線 に 接
続 さ れ る 第 1の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム と 、
第 ２ の ホ ス ト 計 算 機 が 第 ２ の 通 信 線 を 介 し て 利 用 す る デ ー タ を 格 納 可 能 な 複 数 の 第 ２ の 記
憶 領 域 と 、 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 を 構 成 す る デ ィ ス ク 装 置 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 制 御 部 と 、 前
記 第 ２ の 制 御 部 に 接 続 さ れ る 第 ２ の メ モ リ と 、 を 有 す る 前 記 第 1の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム と
第 ３ の 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ る 第 ２ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム と 、
前 記 第 １ の 記 憶 領 域 及 び 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る デ ー タ の 複 製 を そ れ ぞ れ 格 納 す
る 第 ３ の 記 憶 領 域 を 提 供 す る 、 前 記 第 １ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム と 前 記 第 ２ の ス ト レ ー ジ シ
ス テ ム と に 第 ４ の 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ る 第 ３ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム と 、
を 備 え 、
前 記 第 ２ の メ モ リ は 、 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 及 び 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る デ ー タ の
複 製 デ ー タ を 格 納 す る 第 ３ の 記 憶 領 域 と の 関 係 の 状 態 を 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 ご と に 保 持 し
、
前 記 第 １ の 制 御 部 は 、 前 記 第 １ の ホ ス ト 計 算 機 か ら 前 記 第 １ の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る デ ー
タ に 対 す る ア ク セ ス と 、 前 記 第 ３ の 通 信 線 を 介 し て 少 な く と も 一 以 上 の 第 ３ の ス ト レ ー ジ
シ ス テ ム が 提 供 す る 第 ３ の 記 憶 領 域 に 対 す る 前 記 第 １ の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る デ ー タ の 複
製 デ ー タ を 格 納 す る た め の 複 製 デ ー タ 格 納 情 報 の 送 信 と を 、 制 御 し 、 前 記 第 ２ の 通 信 線 を
介 し て 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 及 び 第 ３ の 記 憶 領 域 の 関 係 の 状 態 取 得 要 求 を 前 記 第 ２ の ス ト レ
ー ジ シ ス テ ム に 送 信 し 、 前 記 取 得 要 求 に 対 す る 応 答 を 前 記 第 １ の メ モ リ に 保 持 し 、
前 記 第 ２ の 制 御 部 は 、 前 記 第 ２ の ホ ス ト 計 算 機 か ら 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る デ ー
タ に 対 す る ア ク セ ス と 、 前 記 第 ３ の 通 信 線 を 介 し て 少 な く と も 一 以 上 の 第 ３ の ス ト レ ー ジ
シ ス テ ム が 提 供 す る 第 ３ の 記 憶 領 域 に 対 す る 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る デ ー タ の 複
製 デ ー タ を 格 納 す る た め の 複 製 デ ー タ 格 納 情 報 の 送 信 と 、 を 制 御 し 、 前 記 第 １ の ス ト レ ー
ジ シ ス テ ム か ら 前 記 第 ２ の 通 信 線 を 介 し て 前 記 状 態 取 得 要 求 を 受 信 し た 場 合 、 前 記 メ モ リ
に 保 持 さ れ る 前 記 関 係 の 状 態 を 参 照 し 、 前 記 第 １ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 応 答 し 、
前 記 第 １ の ホ ス ト 計 算 機 は 、 前 記 第 １ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム か ら 前 記 第 １ の 通 信 線 を 介 し
て 、 前 記 第 １ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム 及 び 前 記 第 ２ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム が 有 す る 記 憶 領 域
と 、 第 ３ の 記 憶 領 域 と の 状 態 情 報 を 取 得 す る 、 計 算 機 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 計 算 機 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 関 係 は 、 ペ ア 関 係 で あ っ て 、
前 記 関 係 の 状 態 は 、 前 記 第 １ の 記 憶 領 域 あ る い は 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 と 前 記 第 ３ の 記 憶 領
域 と で 構 成 さ れ る ペ ア の 状 態 で あ っ て 、
前 記 第 １ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム 及 び 前 記 第 ２ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム が 有 す る 記 憶 領 域 と 第
３ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム が 有 す る 記 憶 領 域 と の ペ ア を 一 つ の グ ル ー プ と し て 対 応 付 け 、 前
記 グ ル ー プ の 構 成 情 報 を 前 記 第 １ の メ モ リ に 保 持 し 、
前 記 第 １ の 制 御 部 は 、 前 記 グ ル ー プ の 構 成 情 報 に 従 っ て 、 前 記 第 ２ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム
に 前 記 取 得 要 求 を 行 い 、
前 記 ホ ス ト 計 算 機 は 、 前 記 グ ル ー プ 単 位 で 、 前 記 第 1の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 状 態 情 報 取
得 を 要 求 す る こ と を 特 徴 と す る 計 算 機 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 計 算 機 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 第 ３ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 前 記 第 ３ の 記 憶 領 域 を 構 成 す る 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 と
、 前 記 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 と 接 続 さ れ る 第 ３ の 制 御 部 と 、 前 記 第 ３ の 制 御 部 に 接 続 さ れ る
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第 ３ の メ モ リ と 、 を 有 し 、
前 記 第 １ の 制 御 部 は 、 さ ら に 、 前 記 第 ３ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 前 記 第 ３ の 通 信 線 を 介 し
て 前 記 グ ル ー プ 構 成 情 報 に 該 当 す る ペ ア を 構 成 す る 前 記 第 ３ の 記 憶 領 域 に 関 す る 問 い 合 わ
せ を 行 い 、 前 記 問 い 合 わ せ 結 果 を 受 信 し 、 前 記 問 い 合 わ せ 結 果 を 前 記 第 １ の メ モ リ に 格 納
し 、 前 記 グ ル ー プ の 構 成 情 報 を 更 新 し 、
前 記 第 ３ の 制 御 部 は 、 前 記 複 製 デ ー タ 格 納 情 報 に 従 っ て 、 前 記 第 ３ の 記 憶 領 域 に 複 製 デ ー
タ を 格 納 し 、 前 記 第 ３ の 記 憶 領 域 へ の 複 製 デ ー タ の 格 納 状 況 を ペ ア ご と に 、 前 記 第 ３ の メ
モ リ に 保 持 し 、 前 記 記 憶 領 域 に 関 す る 状 態 の 問 い 合 わ せ を 前 記 第 １ の 制 御 部 か ら 前 記 第 ３
の 通 信 線 を 介 し て 受 け 、 前 記 第 １ の 制 御 部 に 前 記 第 ３ の メ モ リ に 保 持 さ れ る 前 記 第 ３ の 記
憶 領 域 へ の 複 製 デ ー タ の 格 納 状 況 を 送 信 し 、
前 記 第 １ の ホ ス ト 計 算 機 は 、 前 記 第 ３ の 記 憶 領 域 へ の 複 製 デ ー タ の 格 納 状 況 を 含 む 前 記 グ
ル ー プ に 関 す る 状 態 情 報 の 問 い 合 わ せ を 前 記 第 １ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 行 い 、 前 記 グ ル
ー プ 構 成 情 報 か ら 前 記 問 い 合 わ せ に 対 応 す る 情 報 を 受 信 す る こ と を 特 徴 と す る 計 算 機 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 計 算 機 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 第 ３ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 接 続 さ れ る 前 記 第 ５ の 通 信 線 及 び 前 記 第 ２ の ス ト レ ー ジ
に 第 ６ の 通 信 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る デ ー タ の 複 製 を 格 納 す る 第
４ の 記 憶 領 域 を 構 成 す る 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 と 、 前 記 デ ィ ス ク 装 置 に 接 続 さ れ る 前 記 第 ４
の 制 御 部 と 、 前 記 第 ４ の 制 御 部 に 接 続 さ れ る 第 ４ の メ モ リ と 、 を 有 す る 第 ４ の ス ト レ ー ジ
シ ス テ ム を 備 え 、
前 記 第 ２ の 記 憶 領 域 及 び 前 記 第 ４ の 記 憶 領 域 で 構 成 さ れ る ペ ア を 前 記 グ ル ー プ に 含 み 、
前 記 第 ３ の 制 御 部 は 、 前 記 第 ４ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 前 記 第 ５ の 通 信 線 を 介 し て 、 前 記
グ ル ー プ 構 成 情 報 に 該 当 す る ペ ア を 構 成 す る 第 ４ の 記 憶 領 域 を 備 え る 前 記 第 ４ の ス ト レ ー
ジ シ ス テ ム に 、 前 記 第 ４ の 記 憶 領 域 に 関 す る 状 態 の 取 得 要 求 を 送 信 し 、 前 記 取 得 要 求 に 対
す る 応 答 を 受 信 し 、 前 記 グ ル ー プ に 関 す る 状 態 の 問 い 合 わ せ を 前 記 第 １ の 通 信 線 を 介 し て
第 １ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム か ら 受 け た 場 合 、 前 記 第 4の 記 憶 領 域 に 関 す る 状 態 を 含 む 、 前
記 グ ル ー プ に 関 す る 状 態 の 問 い 合 わ せ 対 す る 回 答 を 、 前 記 第 1の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 送
信 し 、
前 記 第 ４ の 制 御 部 は 、 前 記 第 ４ の 記 憶 領 域 に 前 記 複 製 デ ー タ 格 納 情 報 に 従 っ て 、 前 記 第 ４
の 記 憶 領 域 に 複 製 デ ー タ を 格 納 し 、 前 記 複 製 デ ー タ の 格 納 状 況 を ペ ア ご と に 前 記 第 ４ の メ
モ リ に 保 持 し 、 前 記 第 ４ の 記 憶 領 域 に 関 す る 状 態 の 取 得 要 求 に 対 し 、 前 記 第 4の メ モ リ を
参 照 し 、 前 記 第 4の 記 憶 領 域 へ の 複 製 デ ー タ の 稼 動 状 況 を 前 記 第 ３ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム
に 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 計 算 機 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 計 算 機 シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 第 １ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 前 記 状 態 情 報 に 基 づ い て 前 記 グ ル ー プ を 構 成 す る ペ ア
の 状 態 を 種 類 ご と に 集 計 し 、 集 約 結 果 を 前 記 ホ ス ト 計 算 機 に 、 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る
計 算 機 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ の ホ ス ト 計 算 機 と 、 前 記 第 １ の ホ ス ト 計 算 機 に 第 1の 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記
第 １ の ホ ス ト 計 算 機 か ら の デ ー タ を 格 納 す る 第 １ の 記 憶 領 域 を 有 す る 第 １ の ス ト レ ー ジ シ
ス テ ム と 、 前 記 第 １ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 前 記 第 2の 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ 、 第 ２ の
ホ ス ト 計 算 機 か ら の デ ー タ を 格 納 す る 第 ２ の 記 憶 領 域 を 有 す る 第 ２ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム
と 、 前 記 第 １ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 第 3の 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 記 憶 領
域 に 格 納 さ れ る デ ー タ の 複 製 デ ー タ を 格 納 す る 第 ３ の 記 憶 領 域 を 有 す る 第 ３ の ス ト レ ー ジ
シ ス テ ム と 、 前 記 第 2の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 第 4の 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 第 1の
ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 第 ５ の 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 ２ の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る デ
ー タ の 複 製 デ ー タ を 格 納 す る 第 ４ の 記 憶 領 域 を 有 す る 第 ４ の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム と 、 を 備
え る 計 算 機 シ ス テ ム で 、
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前 記 第 １ の 記 憶 領 域 及 び 前 記 第 ３ の 記 憶 領 域 は 第 １ の ペ ア を 構 成 し 、 前 記 第 ２ の 記 憶 領 域
及 び 前 記 第 ４ の 記 憶 領 域 は 第 ２ の ペ ア を 構 成 し 、 前 記 第 １ の ペ ア と 前 記 第 ２ の ペ ア と で 構
成 さ れ る グ ル ー プ に 関 す る 状 態 管 理 方 法 で あ っ て 、
第 1の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、
　 前 記 第 1の ペ ア に 関 す る 状 態 情 報 を 取 得 し 、 前 記 第 2の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 前 記 第 1の
ペ ア と 同 一 の グ ル ー プ に 含 ま れ る 前 記 第 2の ペ ア に 関 す る 状 態 情 報 を 要 求 し 、 前 記 要 求 結
果 、 前 記 第 2の ペ ア に 関 す る 状 態 情 報 を 取 得 し 、 前 記 第 1の ペ ア の 状 態 情 報 を 前 記 第 2の ペ
ア の 状 態 情 報 を グ ル ー プ の 状 態 情 報 と し て 保 持 し 、
前 記 ホ ス ト 計 算 機 は 、 グ ル ー プ に 関 す る 状 態 情 報 取 得 要 求 を 前 記 第 1の ス ト レ ー ジ シ ス テ
ム に 送 信 し 、
前 記 第 1の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 グ ル ー プ に 関 す る 状 態 情 報 取 得 要 求 を 受 信 し 、 前 記 状
態 情 報 取 得 要 求 に 基 づ い て 該 当 す る 前 記 グ ル ー プ の 状 態 情 報 を 前 記 ホ ス ト 計 算 機 に 送 信 す
る こ と を 特 徴 と す る 状 態 管 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 状 態 管 理 方 法 で あ っ て 、
第 ２ の 記 憶 領 域 と 第 3の 記 憶 領 域 で 第 3の ペ ア を 構 成 し 、 前 記 第 1の ペ ア と 前 記 第 3の ペ ア と
で 構 成 さ れ る 第 2の グ ル ー プ で 構 成 さ れ る 状 態 管 理 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 状 態 管 理 方 法 で あ っ て 、
前 記 第 3の グ ル ー プ は 、 前 記 第 1の ペ ア と 前 記 第 2の ペ ア と 前 記 第 3の ペ ア と で 構 成 さ れ る 状
態 管 理 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 状 態 管 理 方 法 で あ っ て 、
前 記 第 1の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、
前 記 第 1の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る デ ー タ の 複 製 デ ー タ を 格 納 す る た め の 第 1の 複 製 デ ー タ 格
納 情 報 を 前 記 第 3の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 送 信 し 、
前 記 第 2の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 前 記 第 2の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る デ ー タ の 複 製 デ ー タ を
格 納 す る た め の 第 ２ の 複 製 デ ー タ 格 納 情 報 を 前 記 第 4の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 送 信 し 、
前 記 第 3の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 第 1の 複 製 デ ー タ 格 納 情 報 を 受 信 し 、 前 記 第 1の 複 製 デ
ー タ 格 納 情 報 に 従 っ て 、 前 記 第 1の ペ ア を 構 成 す る 前 記 第 3の 記 憶 領 域 へ 複 製 デ ー タ を 格 納
し 、
前 記 第 4の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 第 2の 複 製 デ ー タ 格 納 情 報 を 受 信 し 、 前 記 第 2の 複 製 デ
ー タ 格 納 情 報 に 従 っ て 、 前 記 第 ２ の ペ ア を 構 成 す る 前 記 第 4の 記 憶 領 域 へ 複 製 デ ー タ を 格
納 し 、
前 記 第 3の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 前 記 第 1の ペ ア を 構 成 す る 前 記 ３ の 記 憶 領 域 へ の 格 納 状
況 を 管 理 し 、
前 記 第 4の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 前 記 第 2の ペ ア を 構 成 す る 前 記 第 4の 記 憶 領 域 へ の 格 納
状 況 を 管 理 し 、 前 記 第 3の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム へ 第 1の ペ ア と 同 じ グ ル ー プ の ペ ア を 構 成 す
る 記 憶 領 域 へ の 格 納 状 況 を 送 信 し 、 前 記 第 3の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 前 記 第 ３ の 記 憶 領
域 の 格 納 状 況 及 び 前 記 第 4の 記 憶 領 域 の 格 納 状 況 を 保 持 し 、
前 記 第 1の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 、 前 記 グ ル ー プ を 構 成 す る ペ ア に 属 す る 第 3の 記 憶 領 域 及
び 第 4の 記 憶 領 域 そ れ ぞ れ へ の 複 製 デ ー タ の 格 納 状 況 を 送 信 し 、
前 記 第 1の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 複 製 デ ー タ の 格 納 状 況 を 前 記 グ ル ー プ の 状 態 情 報 に 含
め て 前 記 ホ ス ト 計 算 機 に 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 状 態 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ６ 記 載 の ペ ア の 状 態 は 、 複 製 デ ー タ を 格 納 す る た め の 複 製 デ ー タ 格 納 情 報 の 送 信 状
況 と 複 製 デ ー タ の 格 納 状 況 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 状 態 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ６ 記 載 の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 前 記 複 製 デ ー タ 格 納 情 報 は 、 複 製 デ ー タ の 書 き 込
み 順 序 を 特 定 す る 情 報 を 含 み 、

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-47892 A 2007.2.22



前 記 第 3の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム 及 び 前 記 第 4の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 前 記 書 き 込 み 順 序 に
従 っ て 複 製 デ ー タ を 格 納 す る こ と を 特 徴 と す る 状 態 管 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
第 1の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム で あ っ て 、
第 1の ホ ス ト 計 算 機 と 第 1の 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 第 1の ホ ス ト 計 算 機 か ら の 書 き
込 み デ ー タ を 格 納 す る 第 1の 記 憶 領 域 を 有 し 、
前 記 第 1の 記 憶 領 域 に 第 2の ホ ス ト 計 算 機 か ら の 書 き 込 み デ ー タ を 格 納 す る 第 2の 記 憶 領 域
を 備 え る 第 2の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム と 第 ２ の 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ 、
前 記 第 1の 記 憶 領 域 に 格 納 さ れ る デ ー タ の 複 製 デ ー タ を 格 納 す る 第 ３ の 記 憶 領 域 を 有 す る
第 3の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 第 3の 通 信 線 を 介 し て 接 続 さ れ る イ ン タ フ ェ ー ス を 備 え 、
前 記 第 1の ホ ス ト 計 算 機 と 前 記 第 2の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム と 前 記 第 3の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム
と の 処 理 を 制 御 す る プ ロ セ ッ サ と 、 前 記 プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ る メ モ リ と 、 を 備 え 、
前 記 第 3の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 第 4の 通 信 線 を 介 し て 第 4の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 接 続
さ れ 、
前 記 第 4の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム は 、 前 記 第 2の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 第 5の 通 信 線 を 介 し て
接 続 さ れ 、
前 記 第 1の 記 憶 領 域 と 前 記 第 ３ の 記 憶 領 域 と で 構 成 さ れ る 第 1の ペ ア と 前 記 第 2の 記 憶 領 域
と 前 記 第 ４ の 記 憶 領 域 と で 構 成 さ れ る 第 2の ペ ア と が 属 す る グ ル ー プ の 構 成 情 報 を 保 持 し
、
前 記 プ ロ セ ッ サ は 、 前 記 第 1の ペ ア の 状 態 を 取 得 し 、 前 記 第 1の ペ ア が 属 す る グ ル ー プ に の
状 態 情 報 を 前 記 第 2の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 要 求 し 、 前 記 第 2の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム か ら 前
記 グ ル ー プ に 属 す る 第 2の ペ ア の 状 態 を 取 得 し 、 前 記 グ ル ー プ に 属 す る 第 1の ペ ア の 状 態 情
報 と 前 記 第 2の ペ ア の 状 態 情 報 と を 対 応 付 け て 前 記 メ モ リ に 保 持 し 、 前 記 第 1の ホ ス ト 計 算
機 か ら グ ル ー プ の 状 態 情 報 取 得 要 求 が あ っ た 場 合 、 前 記 グ ル ー プ の 構 成 情 報 に 従 っ て 該 当
す る ペ ア の 状 態 情 報 を あ わ せ て 前 記 第 1の ホ ス ト 計 算 機 に 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る ス ト
レ ー ジ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 明 細 書 で 開 示 さ れ る 技 術 は 、 ス ト レ ー ジ 装 置 お よ び そ の 制 御 方 法 に 関 し 、 特 に 、 複 数
の 計 算 機 、 複 数 の ス ト レ ー ジ 装 置 を 有 す る 計 算 機 シ ス テ ム で の リ モ ー ト コ ピ ー 環 境 に お け
る ス ト レ ー ジ 装 置 お よ び そ の 制 御 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 デ ー タ 量 の 爆 発 的 な 増 加 に 伴 い 、 計 算 機 シ ス テ ム 内 の ホ ス ト 計 算 機 の 数 と ス ト レ ー ジ シ
ス テ ム の 容 量 は 増 加 傾 向 に あ る 。 ま た 、 大 規 模 デ ー タ を 処 理 す る た め 、 複 数 の ホ ス ト 計 算
機 が 連 携 し て 処 理 を お こ な う こ と も 多 く 見 ら れ る 。 例 え ば 、 １ ホ ス ト 計 算 機 の 処 理 の 結 果
を 、 別 ホ ス ト 計 算 機 が 入 力 と し て 処 理 す る 計 算 機 シ ス テ ム な ど が 該 当 す る 。
  さ ら に 、 業 務 が 情 報 処 理 シ ス テ ム の 依 存 性 を 高 め 、 デ ー タ 喪 失 の と き の 被 害 が 甚 大 な も
の に な る に つ れ 、 当 該 デ ー タ の デ ィ ザ ス タ リ カ バ リ の 重 要 性 も 高 ま る 一 方 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 技 術 で 、 計 算 機 シ ス テ ム の デ ィ ザ ス タ リ カ バ リ 用 コ ピ ー を 実 施 す る 場 合 は 、 各 ホ ス
ト 計 算 機 が 自 ホ ス ト 計 算 機 制 御 下 の ス ト レ ー ジ シ ス テ ム に 対 し て 、 自 ホ ス ト 計 算 機 用 デ ー
タ の コ ピ ー 制 御 を 指 示 し て い た 。 当 該 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム の コ ピ ー 制 御 は 、 コ ピ ー 元 ス ト
レ ー ジ シ ス テ ム の 該 当 記 憶 領 域 と 、 コ ピ ー 転 送 先 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム の 該 当 記 憶 領 域 を 、
各 ホ ス ト 計 算 機 が 指 定 す る こ と で 実 施 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 複 数 の ホ ス ト 計 算 機 と ス ト レ ー ジ シ ス テ ム を 有 し た 計 算 機 シ ス テ ム に
お い て 、 一 ホ ス ト 計 算 機 が ス ト レ ー ジ 装 置 内 の 任 意 ま た は 全 体 の 記 憶 領 域 に 対 し 、 一 括 し
て コ ピ ー 操 作 を お こ な う 。 デ ィ ス ク 装 置 が 提 供 す る 記 憶 領 域 に 対 し て 、 指 定 し た 複 数 の 記
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憶 領 域 を ま と め て グ ル ー プ を 定 義 し て お き 、 グ ル ー プ を 指 定 す る こ と に よ り コ ピ ー 処 理 を
実 施 で き る よ う に す る 。 グ ル ー プ は 、 サ ブ グ ル ー プ の 集 合 と し て 構 成 さ れ 、 サ ブ グ ル ー プ
は 、 計 算 機 ご と に 定 義 さ れ て い て 、 そ の 間 で の コ ピ ー 順 序 の 整 合 性 を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ に お い て 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ に 直 結 し て い な い
遠 隔 地 の 記 憶 サ ブ シ ス テ ム の リ モ ー ト コ ピ ー の 状 態 情 報 を 取 得 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 US2005/0154829A1
【 特 許 文 献 ２ 】 US2005/0114467A1
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ホ ス ト 計 算 機 か ら の 書 き 込 み デ ー タ を 格 納 す る 正 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム が 、 ホ ス ト 計 算 機
ご と に 異 な る 場 合 、 各 正 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム が 有 す る 正 記 憶 領 域 の 状 態 や 副 ス ト レ ー ジ シ
ス テ ム の 副 記 憶 領 域 と 正 記 憶 領 域 の ペ ア の 状 態 を あ る 一 つ の ホ ス ト 計 算 機 が 、 収 集 さ れ て
い な か っ た 。 そ の た め 、 計 算 機 シ ス テ ム 全 体 と し て の 状 態 管 理 が 効 率 よ く で き な か っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 形 態 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ る も の で 、 複 数 の ホ ス ト 計 算 機
と ホ ス ト 計 算 機 か ら の 書 き 込 み デ ー タ を 格 納 す る 複 数 の 正 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム と 、 書 き 込
み デ ー タ の 複 製 デ ー タ を 副 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム と を 有 す る 計 算 機 シ ス テ ム で 、 複 数 の 正 ス
ト レ ー ジ シ ス テ ム の 正 記 憶 領 域 の 状 態 情 報 を 、 あ る 一 の 正 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム が 収 集 し 、
任 意 の ホ ス ト 計 算 機 に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 状 態 情 報 に は 、 正 記 憶 領 域 と ペ ア を 構 成 す る 副 記 憶 領 域 の 状 態 や 正 記 憶 領 域 と 副 記 憶 領
域 間 の 通 信 状 態 や コ ピ ー 状 態 が 含 ま れ て い て も よ い 。 収 集 す る 単 位 は 、 あ ら か じ め 指 定 さ
れ て い る 複 数 ペ ア を グ ル ー プ と し て 管 理 し 、 そ の グ ル ー プ 単 位 で 起 こ っ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 一 形 態 に よ れ ば 、 複 数 の ホ ス ト 計 算 機 と 複 数 ス ト レ ー ジ 装 置 を 有 し た 計 算 機 シ
ス テ ム に お い て 、 一 ス ト レ ー ジ 装 置 が 複 数 ス ト レ ー ジ 装 置 に ま た が る 計 算 機 シ ス テ ム 全 体
の コ ピ ー を 制 御 し 、 そ の コ ピ ー の 状 態 の 取 得 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 一 実 施 例 を 説 明 す る 。 尚 、 本 発 明 は 以 下 に 説 明 す る 実 施 形 態 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 実 施 形 態 に お け る 計 算 機 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 計 算 機 シ ス テ ム は 、 １ か 複 数 の 正 メ イ ン フ レ ー ム ホ ス ト 100a（ 以 下 MFホ ス ト と よ ぶ ） 、
１ か 複 数 の 正 オ ー プ ン シ ス テ ム ホ ス ト 200a（ 以 下 OPENホ ス ト と よ ぶ ） 、 複 数 の 正 記 憶 制 御
装 置 1000a、 １ か 複 数 の 副 メ イ ン フ レ ー ム ホ ス ト 100b、 １ か 複 数 の 副 オ ー プ ン シ ス テ ム ホ
ス ト 200b、 複 数 の 正 記 憶 制 御 装 置 1000bを 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 複 数 の 正 記 憶 制 御 装 置 1000aと 正 MFホ ス ト 100a、 正 OPENホ ス ト 200aは そ れ ぞ れ 通 信 パ ス 5
00で 接 続 さ れ て い る 。 た だ し 、 正 OPENホ ス ト 、 正 MFホ ス ト 100aと も に す べ て の 正 記 憶 制 御
装 置 1000aに 接 続 さ れ る と は 限 ら な い 。 同 様 に 複 数 の 副 記 憶 制 御 装 置 1000bと 副 MFホ ス ト 10
0b、 副 OPENホ ス ト 200bは そ れ ぞ れ 通 信 パ ス 500で 接 続 さ れ て い る 。 副 MFホ ス ト 100b、 副 OPE
Nホ ス ト 200bは 通 常 時 で は ス タ ン バ イ 系 で あ る 。 尚 、 正 MFホ ス ト 100a、 副 MFホ ス ト 100b、
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正 OPENホ ス ト 200a、 副 OPENホ ス ト 200bは 制 御 ネ ッ ト ワ ー ク 550に も 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 正 MFホ ス ト 100a、 副 MFホ ス ト 100bは 図 示 し な い が プ ロ セ ッ サ 、 メ モ リ 、 IO処 理 部 を 有 し
、 そ れ ぞ れ は 内 部 ネ ッ ト ワ ー ク に よ っ て 接 続 さ れ る 計 算 機 で あ る 。 ま た 、 上 記 メ モ リ に は
OS（ Operating System） 130、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム （ 以 下 APと よ ぶ ） 110、 ス ト レ
ー ジ 管 理 ソ フ ト 120が 格 納 さ れ る 。 こ れ ら は 正 MFホ ス ト 100a、 副 MFホ ス ト 100bが 有 す る プ
ロ セ ッ サ に よ り 実 行 さ れ る 。 ま た 、 正 OPENホ ス ト 200a、 副 OPENホ ス ト 200bも MFホ ス ト 同 様
に 図 示 し な い が プ ロ セ ッ サ 、 メ モ リ 、 IO処 理 部 を 有 し 、 そ れ ぞ れ は 内 部 ネ ッ ト ワ ー ク に よ
っ て 接 続 さ れ る 計 算 機 で あ る 。 上 記 メ モ リ に は OS（ Operating System） 230、 AP220が 格 納
さ れ る 。 こ れ ら は 正 OPENホ ス ト 200a、 副 OPENホ ス ト 200bが 有 す る プ ロ セ ッ サ に よ り 実 行 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 正 MFホ ス ト 100a、 副 MFホ ス ト 100b、 正 OPENホ ス ト 200a、 副 OPENホ ス ト 200bの APや ス ト レ
ー ジ 管 理 ソ フ ト か ら OSを 介 し て 発 行 さ れ た IO要 求 は 、 各 々 通 信 パ ス 500を 介 し て 正 記 憶 制
御 装 置 1000aや 副 記 憶 制 御 装 置 1000bで 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 複 数 の 正 記 憶 制 御 装 置 1000aは 各 々 入 出 力 制 御 部 1100a、 共 有 メ モ リ 1200a、 キ ャ ッ シ ュ 1
300a、 デ ィ ス ク 制 御 装 置 1400a、 １ ま た は 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 1600aを 有 し 、 上 記 は 内 部 的
に ネ ッ ト ワ ー ク に よ り 接 続 さ れ る 。 入 出 力 制 御 部 1100aは 、 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110a、
正 ラ イ ト デ ー タ 転 送 部 1120a、 正 区 間 番 号 生 成 部 1130a、 正 マ ー カ 作 成 部 1135aの 各 種 プ ロ
グ ラ ム を 実 行 可 能 で あ る 。 ま た 、 複 数 の 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの う ち 、 一 の 正 記 憶 制 御 装
置 1000aの 入 出 力 制 御 部 1100aは 、 各 種 プ ロ グ ラ ム の 実 行 や 通 信 線 を 介 す る 外 部 と の 送 受 信
の 制 御 を 行 う 。 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 共 有 メ モ リ 1200aに 格 納 さ れ て い る プ ロ グ ラ
ム で あ っ て 、 入 出 力 制 御 部 1100aが 、 共 有 メ モ リ か ら 読 み 出 し 、 実 行 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 入 出 力 制 御 部 で 実 施 す る 処 理 で 必 要 と な る 情 報 は 、 グ ル ー プ 管 理 情 報 1210a、 ラ イ ト デ
ー タ 管 理 情 報 1220a、 正 コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 1230a、 正 ボ リ ュ ー ム 管 理 情 報 1240a、 正 グ ル
ー プ コ ン テ ナ 管 理 情 報 1250a、 グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 1260aが あ る 。 上 記 情 報 は 共 有 メ モ
リ 1200aに 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 キ ャ ッ シ ュ 1300aは 主 に リ ー ド デ ー タ や ラ イ ト デ ー タ を 格 納 す る 高 速 な メ モ リ で あ り 、
キ ャ ッ シ ュ 1300aを 使 用 す る こ と に よ っ て 高 い IO処 理 性 能 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 デ ィ ス ク 制 御 部 1400aは １ か 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 1600aを 論 理 的 な 記 憶 資 源 （ 以 下 、 論 理
ボ リ ュ ー ム と よ ぶ ） と し て 提 供 す る 処 理 を 行 う 。 ま た 、 デ ィ ス ク 制 御 部 1400aは 必 要 に 応
じ キ ャ ッ シ ュ 1300aと デ ィ ス ク 装 置 1600a間 の リ ー ド デ ー タ や ラ イ ト デ ー タ の 転 送 処 理 も 行
う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 デ ィ ス ク 装 置 1600aは HDDな ど の 物 理 的 な デ ー タ 記 憶 装 置 で あ る 。 デ ィ ス ク 装 置 1600aは
デ ィ ス ク 制 御 部 か ら の 入 出 力 指 示 に 従 っ て 、 デ ー タ の 書 き 込 み 、 読 み 出 し 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 複 数 の 副 記 憶 制 御 装 置 1000bも 各 々 入 出 力 制 御 部 1100b、 共 有 メ モ リ 1200b、 キ ャ ッ シ ュ 1
300b、 デ ィ ス ク 制 御 装 置 1400b、 １ ま た は 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 1600bを 有 し 、 上 記 は 内 部 的
に ネ ッ ト ワ ー ク に よ り 接 続 さ れ る 。 入 出 力 制 御 部 1100bは 副 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110b、 副
ラ イ ト デ ー タ 反 映 部 1150bの 各 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 。 ま た 、 一 の 副 記 憶 制 御 装 置 1000bの
入 出 力 制 御 部 1100bは 、 副 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140bを 実 行 す る 。 こ の 副 グ ル ー プ 代 表 処 理
部 1140bは 共 有 メ モ リ 1200bに 格 納 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 入 出 力 制 御 部 1100bが
、 共 有 メ モ リ か ら 読 み 出 し 、 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 共 有 メ モ リ 1200bに は 入 出 力 制 御 部 1100bが 使 用 す る 、 グ ル ー プ 管 理 情 報 1210b、 ラ イ ト
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デ ー タ 管 理 情 報 1220b、 副 コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 1230b、 副 ボ リ ュ ー ム 管 理 情 報 1240b、 副 グ
ル ー プ コ ン テ ナ 管 理 情 報 1250b、 グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 1260bが 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 キ ャ ッ シ ュ メ モ リ 1300b、 デ ィ ス ク 制 御 部 1400b、 デ ィ ス ク 装 置 1600bの 役 割 は 前 述 の 正
記 憶 制 御 装 置 1000aと 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 複 数 の 正 記 憶 制 御 装 置 1000aと 複 数 の 副 記 憶 制 御 装 置 1000b間 は 、 通 信 パ ス 510に
よ り 接 続 さ れ る 。 複 数 の 正 記 憶 制 御 装 置 1000a間 、 お よ び 複 数 の 副 記 憶 制 御 装 置 間 も ま た
通 信 パ ス 530に よ り 接 続 さ れ る 。 な お 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000aと デ ィ ス ク 装 置 1600aと を 備
え る シ ス テ ム を 正 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム 、 副 記 憶 制 御 装 置 1000bと デ ィ ス ク 装 置 1600bと を 備
え る シ ス テ ム を ス ト レ ー ジ シ ス テ ム を い う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ９ は こ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 例 を 示 し て い る 。 正 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム 10a,11a,12aは
、 そ れ ぞ れ 正 記 憶 制 御 装 置 及 び デ ィ ス ク 装 置 を 有 し て い る 。 正 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム 10a,11
a,12aは 通 信 パ ス 530に よ り 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 同 様 に 副 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム 10b,11b,12bは 、 そ れ ぞ れ 副 記 憶 制 御 装 置 及 び デ ィ ス ク 装
置 を 有 し て い る 。 副 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム 10b,11b,12bは 通 信 パ ス 530に よ り 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 複 数 の 正 /副 記 憶 制 御 装 置 1000a/bは 、 各 々 入 出 力 制 御 部 1100a/b、 共 有 メ モ リ 1200a/b、
キ ャ ッ シ ュ 1300a/b、 デ ィ ス ク 制 御 装 置 1400a/b、 １ ま た は 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 1600a/bを
有 し 、 上 記 は 内 部 的 に ネ ッ ト ワ ー ク に よ り 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 の と お り 、 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 複 数 あ る 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの １ 正 記 憶
制 御 装 置 に あ り 、 同 様 に 副 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140bも 複 数 あ る 副 記 憶 制 御 装 置 1000bの １
副 記 憶 制 御 装 置 に あ る 。 こ こ で 、 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは グ ル ー プ コ ン テ ナ を 使 用
す る １ リ モ ー ト コ ピ ー に 対 し １ 存 在 す る 。 従 っ て 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ を 使 用 す る リ モ ー ト
コ ピ ー が 複 数 計 算 機 シ ス テ ム 内 で 動 作 す る 場 合 、 当 該 リ モ ー ト コ ピ ー が 動 作 す る 個 数 分 正
グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 動 作 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 記 憶 制 御 装 置 間 で 実 施 す る リ モ ー ト コ ピ ー の 動 作 概 要 に つ い て 説 明 す る 。 例 え ば 正 MFホ
ス ト 100aが 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 対 し ラ イ ト IO要 求 を 発 行 す る 場 合 を 考 え る 。 正 MFホ ス
ト 100aが 発 行 し た ラ イ ト IO要 求 が 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 到 着 す る と 、 当 該 IO要 求 に 含 ま
れ る ラ イ ト デ ー タ は 当 該 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの 論 理 ボ リ ュ ー ム に 格 納 さ れ る 。 こ こ で 、
当 該 IO要 求 が あ ら か じ め 登 録 さ れ た 論 理 ボ リ ュ ー ム へ の ラ イ ト で あ っ た 場 合 、 正 記 憶 制 御
装 置 1000aは 当 該 ラ イ ト デ ー タ に 対 し リ モ ー ト コ ピ ー を 実 施 す る 。 リ モ ー ト コ ピ ー と は 正
記 憶 制 御 装 置 1000aの 特 定 論 理 ボ リ ュ ー ム へ の ラ イ ト デ ー タ を 副 記 憶 制 御 装 置 1000b内 の 特
定 論 理 ボ リ ュ ー ム に リ モ ー ト コ ピ ー す る 手 続 き を 指 す 。 リ モ ー ト コ ピ ー の 転 送 元 ボ リ ュ ー
ム と ラ イ ト デ ー タ の 転 送 先 ボ リ ュ ー ム の 組 み 合 わ せ を コ ピ ー ペ ア と よ ぶ 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 例 で は 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000aお よ び 副 記 憶 制 御 装 置 1000b間 に は 複 数 の コ ピ ー ペ
ア が 存 在 し 、 特 定 の コ ピ ー ペ ア を ま と め て グ ル ー プ 化 さ れ て い る 。 グ ル ー プ 化 さ れ た リ モ
ー ト コ ピ ー の 一 例 を 示 す 概 念 図 を 図 2に 示 す 。 図 2で 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに は グ ル ー プ A
、 グ ル ー プ B、 グ ル ー プ Cが 、 記 憶 制 御 装 置 1000bに は グ ル ー プ D、 グ ル ー プ E、 グ ル ー プ Fが
存 在 す る 。 グ ル ー プ に は 記 憶 制 御 装 置 内 の １ か 複 数 の 論 理 ボ リ ュ ー ム 1500が 存 在 す る 。 ボ
リ ュ ー ム 1500間 の 矢 印 は グ ル ー プ 間 の コ ピ ー ペ ア の 対 応 関 係 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 コ
ピ ー 元 の グ ル ー プ Aは コ ピ ー 転 送 先 の グ ル ー プ Dと コ ピ ー ペ ア 関 係 が 有 り 、 同 様 に グ ル ー プ
Bと グ ル ー プ Eお よ び 、 グ ル ー プ Cと グ ル ー プ Fが コ ピ ー ペ ア の 関 係 が あ る 。 本 実 施 例 で は グ
ル ー プ 単 位 で 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000aが 受 信 し た ラ イ ト デ ー タ の 順 序 や 、 正 記 憶 制 御 装 置 1
000aか ら 副 記 憶 制 御 装 置 1000bへ の ラ イ ト デ ー タ の 転 送 や 、 副 記 憶 制 御 装 置 1000bに お け る
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ラ イ ト デ ー タ の ボ リ ュ ー ム へ の 反 映 を 管 理 し て い て 、 こ の よ う な 処 理 に 必 要 な 資 源 の 割 り
当 て を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 グ ル ー プ 単 位 で リ モ ー ト コ ピ ー を 制 御 す る こ と で 、 多 数 の コ ピ ー ペ ア 単 位 の 制 御 の 必 要
が な く な り 、 コ ピ ー 制 御 が 容 易 に な る 。 ま た 、 業 務 や ユ ー ザ の 要 望 な ど に 応 じ た コ ピ ー ペ
ア の み を グ ル ー プ と し て ま と め る こ と が で き る た め 、 不 要 な 論 理 ボ リ ュ ー ム 1500の リ モ ー
ト コ ピ ー を 実 施 す る こ と も な く な る 。 ま た 、 MFホ ス ト 100と OPENホ ス ト 200で 論 理 ボ リ ュ ー
ム 1500に 対 す る 要 求 性 能 が 異 な る た め 、 こ れ ら は 別 の グ ル ー プ に 分 け て そ れ ぞ れ で 処 理 を
行 う よ う に し 、 処 理 に 対 す る ユ ー ザ か ら の 操 作 や チ ュ ー ニ ン グ 条 件 の 設 定 な ど を 別 々 に 受
け ら れ る よ う に す る 目 的 も あ る 。
実 施 例 の リ モ ー ト コ ピ ー で は さ ら に 、 複 数 の グ ル ー プ を ま と め た リ モ ー ト コ ピ ー 制 御 が 可
能 な グ ル ー プ コ ン テ ナ が 記 憶 制 御 装 置 に 存 在 す る 。 複 数 の グ ル ー プ を ま と め た 制 御 可 能 な
グ ル ー プ コ ン テ ナ を 使 用 す る こ と で 、 記 憶 制 御 装 置 内 の 論 理 ボ リ ュ ー ム に 制 御 範 囲 が 限 定
さ れ る 上 記 グ ル ー プ の 枠 を 超 え た 、 複 数 記 憶 制 御 装 置 を 跨 っ た リ モ ー ト コ ピ ー 制 御 が 可 能
に な る 。 例 え ば 図 ２ で は 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ に は コ ピ ー 元 の グ ル ー プ A、 グ ル ー プ B、 グ ル
ー プ Cお よ び 、 コ ピ ー 転 送 先 の グ ル ー プ D、 グ ル ー プ E、 グ ル ー プ Fが 存 在 す る 。 グ ル ー プ コ
ン テ ナ を 使 用 す る こ と で 上 記 コ ピ ー 元 か ら コ ピ ー 転 送 先 へ の 複 数 グ ル ー プ を ま と め た コ ピ
ー 操 作 が 可 能 に な る 。
グ ル ー プ コ ン テ ナ を 使 用 す る 例 と し て 、 MFホ ス ト 100と OPENホ ス ト 200な ど 複 数 ホ ス ト が 連
携 し て 業 務 を 実 施 す る 場 合 が あ る 。 例 え ば MFホ ス ト で １ 記 憶 制 御 装 置 の 論 理 ボ リ ュ ー ム を
使 っ て デ ー タ ベ ー ス を 提 供 し 、 OPENホ ス ト で 上 記 記 憶 制 御 装 置 と は 異 な る 記 憶 制 御 装 置 内
の 論 理 ボ リ ュ ー ム を 用 い て WEBサ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 を 考 え る 。 OPENホ ス ト は ク ラ イ ア
ン ト 計 算 機 か ら の 要 求 に よ り WEBサ ー ビ ス を 提 供 す る が 、 そ の WEBサ ー ビ ス で は デ ー タ ベ ー
ス に 登 録 さ れ た デ ー タ が 必 要 に な る こ と が あ る 。 そ の 場 合 OPENホ ス ト は 、 MFホ ス ト 上 で 動
作 す る デ ー タ ベ ー ス に 問 い 合 わ せ を 行 う 。 MFホ ス ト は 当 該 OPENホ ス ト か ら の 問 い 合 わ せ に
従 い デ ー タ ベ ー ス 処 理 を 行 い 、 当 該 OPENホ ス ト に そ の 結 果 の デ ー タ を 通 知 す る 。 OPENホ ス
ト は MFホ ス ト か ら の デ ー タ を 利 用 し て 、 要 求 元 ク ラ イ ア ン ト 計 算 機 に サ ー ビ ス を 提 供 す る
。 こ こ で 、 MFホ ス ト 、 OPENホ ス ト で は そ れ ぞ れ 異 な る ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 動 作
す る が 、 そ れ ぞ れ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム は 他 方 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が
生 成 す る デ ー タ を 必 要 と す る た め 、 そ れ ぞ れ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の 保 存 情 報 （
動 作 ロ グ 、 処 理 デ ー タ な ど ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 障 害 回 復 用 に 必 要 と す る ラ イ ト
デ ー タ ） も ま と め て 副 記 憶 制 御 装 置 に 転 送 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 に よ る と 、 グ ル ー プ お よ び グ ル ー プ コ ン テ ナ 内 で は 、 正 記 憶 制 御 装 置 10
00a内 グ ル ー プ 該 当 ラ イ ト デ ー タ の 順 序 関 係 を 副 記 憶 制 御 装 置 1000bで 保 障 す る リ モ ー ト コ
ピ ー を 実 施 す る 。 上 記 の よ う な リ モ ー ト コ ピ ー で ラ イ ト デ ー タ の 順 序 関 係 の 保 障 を ラ イ ト
デ ー タ の 整 合 性 と よ ぶ 。 グ ル ー プ を 使 用 す る こ と で 、 記 憶 制 御 装 置 内 の 該 当 グ ル ー プ に 属
す る 論 理 ボ リ ュ ー ム 間 で ラ イ ト 順 序 を 保 障 す る こ と が 可 能 な リ モ ー ト コ ピ ー を 実 現 す る 。
ま た 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ を 使 用 す る 場 合 は 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ 内 に あ る 記 憶 制 御 装 置 1000
を 跨 い だ 論 理 ボ リ ュ ー ム 間 で ラ イ ト 順 序 を 保 障 す る リ モ ー ト コ ピ ー を 実 現 す る 。 グ ル ー プ
内 で ラ イ ト デ ー タ の 整 合 性 を 保 障 す る こ と で 、 た と え ば 記 憶 制 御 装 置 内 の 複 数 ボ リ ュ ー ム
に ま た が っ て 処 理 を す る デ ー タ ベ ー ス で 、 副 記 憶 制 御 装 置 か ら の 回 復 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ 内 で ラ イ ト デ ー タ の 整 合 性 を 保 障 す る こ と で 、 複 数 記 憶 制 御 装
置 の 論 理 ボ リ ュ ー ム に 跨 っ て 処 理 を す る 分 散 デ ー タ ベ ー ス や 、 上 記 に 示 し た MFホ ス ト 、 OP
ENホ ス ト を 連 携 し た 処 理 例 で 、 業 務 デ ー タ を リ モ ー ト コ ピ ー で 副 記 憶 制 御 装 置 に 転 送 す る
場 合 、 上 記 の 副 ホ ス ト が 副 記 憶 制 御 装 置 に 転 送 さ れ た デ ー タ を 用 い る こ と で 、 業 務 の 回 復
を 可 能 に す る 。 正 記 憶 制 御 装 置 が 受 信 す る ラ イ ト デ ー タ の 書 き 込 み 順 序 が 副 記 憶 制 御 装 置
で も 同 一 で あ る た め 、 副 記 憶 制 御 装 置 か ら の 回 復 手 順 は 正 記 憶 制 御 装 置 に お け る 障 害 時 の
回 復 手 順 と 同 一 で あ る 。 こ こ で 、 上 記 の MFホ ス ト 、 OPENホ ス ト が 連 携 し た 業 務 で 、 グ ル ー
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プ コ ン テ ナ を 用 い な い 場 合 、 MFホ ス ト が 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに ラ イ ト し た デ ー タ が 回 線
障 害 な ど で 転 送 不 可 能 に な っ た と し て も 、 OPENホ ス ト に 接 続 さ れ た 正 記 憶 制 御 装 置 1000a
と 副 記 憶 制 御 措 置 1000bの 回 線 に 障 害 が 発 生 し な い 限 り 、 OPENホ ス ト が ラ イ ト し た デ ー タ
は 副 記 憶 制 御 装 置 1000bに 転 送 さ れ る 。 こ こ で 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000aが 被 災 に あ い 、 副 ホ
ス ト か ら 回 復 処 理 が な さ れ た と し て も 、 副 記 憶 制 御 装 置 1000b間 で デ ー タ の 書 き 込 み 順 序
が 異 な っ て し ま っ て い る た め 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 必 要 と す る デ ー タ が 正 し く
転 送 さ れ て い な い こ と が あ り 、 業 務 の 復 帰 が で き な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ に 正 グ ル ー プ コ ン テ ナ 管 理 情 報 1250aの 形 式 の 一 例 を 示 す 。 正 グ ル ー プ コ ン テ ナ 管
理 情 報 1250aに は 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ ID（ 1A） 、 グ ル ー プ 数 （ 1B） 、 区 間 番 号 （ 1C） 、 グ
ル ー プ 情 報 （ 1D） を 含 む 。 グ ル ー プ コ ン テ ナ ID（ 1A） は 正 副 記 憶 制 御 装 置 間 で グ ル ー プ コ
ン テ ナ を 識 別 す る た め の IDで あ る 。 グ ル ー プ 数 （ 1B） は グ ル ー プ コ ン テ ナ 内 に 存 在 す る グ
ル ー プ の 総 数 を 示 す 。 区 間 番 号 （ 1C） は リ モ ー ト コ ピ ー の 時 間 的 な 区 間 を 示 す 番 号 で あ る
。 グ ル ー プ 情 報 （ 1D） は 記 憶 制 御 装 置 を 識 別 す る 記 憶 制 御 装 置 IDお よ び そ の 制 御 装 置 に 存
在 す る グ ル ー プ の IDお よ び コ ピ ー 状 態 を 含 む 。 正 グ ル ー プ コ ン テ ナ 管 理 情 報 1250aは ス テ
ッ プ 5020で 合 致 し た コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 1230a内 の グ ル ー プ コ ン テ ナ ID （ 5G） と グ ル ー プ
コ ン テ ナ IDが 合 致 す る も の を 取 得 す る 。  
　 図 ４ に グ ル ー プ 管 理 情 報 の 形 式 の 一 例 を 示 す 。 グ ル ー プ 管 理 情 報 1210aは グ ル ー プ ID（ 2
A） 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ ID（ 2B） 、 シ ー ケ ン シ ャ ル 番 号 （ 2C） 、 論 理 ボ リ ュ ー ム 数 （ 2D）
、 論 理 ボ リ ュ ー ム （ 2E） 、 相 手 記 憶 制 御 装 置 ID（ 2G） 、 相 手 グ ル ー プ ID(2H)を 含 む 。 グ ル
ー プ ID（ 2A） は 正 制 御 装 置 1000a内 の グ ル ー プ を 識 別 す る た め に 使 用 す る 。 グ ル ー プ コ ン
テ ナ ID（ 2B） は 正 副 記 憶 制 御 装 置 間 で グ ル ー プ コ ン テ ナ を 識 別 す る た め の IDで あ る 。 シ ー
ケ ン シ ャ ル 番 号 （ 2C） は グ ル ー プ 内 ラ イ ト デ ー タ の ラ イ ト 順 序 を 保 障 す る た め の 番 号 で あ
る 。 具 体 的 に は 、 シ ー ケ ン シ ャ ル 番 号 は 正 記 憶 制 御 装 置 1000aが MFホ ス ト 100、 OPENホ ス ト
200か ら 受 信 し た 、 該 当 グ ル ー プ に 属 す る 論 理 ボ リ ュ ー ム 1500aに 対 す る ラ イ ト デ ー タ に 連
続 的 に 与 え ら れ る 番 号 で あ り 、 そ の 値 は グ ル ー プ 管 理 情 報 1210aに 保 管 さ れ る 。 初 期 値 は
例 え ば ０ で 、 順 次 １ ず つ 加 算 さ れ る 。 論 理 ボ リ ュ ー ム 数 （ 2D） は 当 該 グ ル ー プ に 存 在 す る
論 理 ボ リ ュ ー ム 1500の 総 数 で あ る 。 ボ リ ュ ー ム IDは 該 当 グ ル ー プ 内 に 存 在 す る ボ リ ュ ー ム
の IDで あ る 。 相 手 記 憶 制 御 装 置 ID（ 2G）  は 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000aと リ モ ー ト コ ピ ー に お
い て 対 と な っ て い る コ ピ ー 転 送 先 の 副 記 憶 制 御 装 置 1000bの IDで あ る 。 相 手 グ ル ー プ ID（ 2
H） は 相 手 記 憶 制 御 装 置 IDに お い て 、 コ ピ ー 転 送 先 の 論 理 ボ リ ュ ー ム が 属 す る グ ル ー プ を
特 定 す る た め の IDで あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 副 記 憶 制 御 装 置 1000bは グ ル ー プ 管 理 情 報 1260bを 有 す る が 、 こ の 項 目 も 正 記 憶 制
御 装 置 1000aの グ ル ー プ 管 理 情 報 1260bと 同 様 で あ る 。 た だ し 、 グ ル ー プ 管 理 情 報 1260bの
グ ル ー プ IDは コ ピ ー 転 送 先 の 論 理 ボ リ ュ ー ム 1500が 属 す る グ ル ー プ を 特 定 す る IDで あ り 、
相 手 記 憶 制 御 装 置 IDは コ ピ ー の 転 送 元 の 論 理 ボ リ ュ ー ム を 有 す る 正 記 憶 制 御 装 置 1000aを
特 定 す る IDで あ り 、 相 手 グ ル ー プ IDは 相 手 記 憶 装 置 IDが 指 す 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに お け
る コ ピ ー 転 送 元 の 論 理 ボ リ ュ ー ム が 属 す る グ ル ー プ を 特 定 す る た め の IDで あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ に ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220aの 一 例 を 示 す 。 副 記 憶 制 御 装 置 で 転 送 元 の 論 理 ボ リ
ュ ー ム に 格 納 さ れ る デ ー タ の 複 製 デ ー タ を 転 送 先 の 論 理 ボ リ ュ ー ム に 格 納 す る の に 参 照 さ
れ る 情 報 を 含 む 。 ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220aは 論 理 ボ リ ュ ー ム ID（ 3A） 、 ラ イ ト ア ド レ
ス （ 3B） 、 ラ イ ト デ ー タ 長 （ 3C） 、 ラ イ ト デ ー タ ポ イ ン タ （ 3D） 、 シ ー ケ ン シ ャ ル 番 号 （
3E） 、 区 間 番 号 （ 3F） 、 転 送 必 要 ビ ッ ト （ 3G） を 含 む 。 論 理 ボ リ ュ ー ム ID（ 3A） は 当 該 ラ
イ ト デ ー タ の ラ イ ト 先 ボ リ ュ ー ム を 特 定 す る た め の IDで あ る 。 ラ イ ト ア ド レ ス （ 3B） は 当
該 ラ イ ト デ ー タ の ラ イ ト 先 論 理 ボ リ ュ ー ム 上 の ラ イ ト ア ド レ ス で あ る 。 ラ イ ト デ ー タ 長 （
3C） は 当 該 ラ イ ト デ ー タ の デ ー タ サ イ ズ で あ る 。 転 送 必 要 ビ ッ ト （ 3G） は リ モ ー ト コ ピ ー
対 象 の 有 無 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 ま た 、 副 記 憶 制 御 装 置 1000bの ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220bの 内 容 は 、 正 記 憶 制 御 装 置 の
ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220aの も の と 同 様 で あ る 。 た だ し 、 副 記 憶 制 御 装 置 1000bの 共 有 メ
モ リ 1200bに 格 納 さ れ る ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220bは 、 論 理 ボ リ ュ ー ム IDが コ ピ ー 転 送 先
ボ リ ュ ー ム １ ５ ０ ０ の IDで あ り 、 ラ イ ト デ ー タ ポ イ ン タ は 副 側 記 憶 制 御 装 置 1000bの キ ャ
ッ シ ュ メ モ リ 1300bに お け る ラ イ ト デ ー タ の 開 始 ア ド レ ス で あ り 、 転 送 必 要 ビ ッ ト は 転 送
な し を 示 す ビ ッ ト に な っ て い る こ と が 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000aが 有 す る ラ イ ト デ ー タ 管 理
情 報 と 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ に グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 1260aの 形 式 の 一 例 を 示 す 。 グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 と
は 、 当 該 グ ル ー プ に 登 録 さ れ た コ ピ ー ペ ア の 状 態 を 各 コ ピ ー 状 態 の ペ ア 数 で 示 し た 情 報 テ
ー ブ ル で あ る 。 グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 1260aは グ ル ー プ ID（ 4A） 、 グ ル ー プ 内 ペ ア 数 （ 4
B)、 コ ピ ー 中 ペ ア 数 （ 4C） 、 2重 化 ペ ア 数 （ 4D） 、 一 時 停 止 中 ペ ア 数 （ 4E） 、 一 時 停 止 ペ
ア 数 (4F)、 ペ ア 解 除 中 ペ ア 数 （ 4G） 、 エ ラ ー 有 無 （ 4H） 、 代 表 エ ラ ー コ ー ド （ 4I） を 含 む
。 グ ル ー プ ID(4A)は 正 記 憶 制 御 装 置 1000a内 の グ ル ー プ を 識 別 す る た め の IDで あ る 。 グ ル
ー プ 内 ペ ア 数 （ 4B） は グ ル ー プ IDが 指 す グ ル ー プ に 含 ま れ る コ ピ ー ペ ア 数 の 総 数 を 示 す 。
コ ピ ー 中 ペ ア 数 （ 4C） は リ モ ー ト コ ピ ー の 状 態 の 1つ で 、 初 期 コ ピ ー 中 の 状 態 に あ る コ ピ
ー ペ ア の グ ル ー プ 内 の 総 数 を 示 す 。 2重 化 ペ ア 数 （ 4D） は リ モ ー ト コ ピ ー の 状 態 の 1つ で 、
2重 化 の 状 態 に あ る コ ピ ー ペ ア の グ ル ー プ 内 の 総 数 を 示 す 。 一 時 停 止 中 ペ ア 数 (4E)は リ モ
ー ト コ ピ ー の 状 態 の 1つ で 、 一 時 停 止 中 の 状 態 に あ る コ ピ ー ペ ア の グ ル ー プ 内 の 総 数 を 示
す 。 一 時 停 止 ペ ア 数 （ 4F） は リ モ ー ト コ ピ ー の 状 態 の 1つ で 、 一 時 停 止 の 状 態 に あ る コ ピ
ー ペ ア の グ ル ー プ 内 の 総 数 を 示 す 。 ペ ア 解 除 中 ペ ア 数 （ 4G） は リ モ ー ト コ ピ ー の 状 態 の 1
つ で 、 ペ ア を 解 除 す る 遷 移 途 中 で あ る コ ピ ー ペ ア 数 の グ ル ー プ 内 の 総 数 を 示 す 。 エ ラ ー 有
無 (4H)は コ ピ ー 処 理 中 に エ ラ ー が 発 生 し た 場 合 、 当 該 情 報 を エ ラ ー が 発 生 し た こ と を 示 す
ビ ッ ト が 記 録 さ れ る 。 代 表 エ ラ ー コ ー ド （ 4I） は エ ラ ー ビ ッ ト が エ ラ ー 有 り を さ す ビ ッ ト
で あ る と き に 、 セ ッ ト さ れ る 情 報 で エ ラ ー コ ー ド が 入 る 。 グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 1260a
の 使 い 方 の 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 図 ２ ０ に コ ピ ー 状 態 の 遷 移 表 を 示 す 。 コ ピ ー ペ ア の 状 態 は ７ 状 態 存 在 す る 。 初 期 、 コ
ピ ー 中 、 2重 化 、 一 時 停 止 中 、 一 時 停 止 、 ペ ア 解 除 中 、 エ ラ ー で あ る 。 初 期 2000は コ ピ ー
が 開 始 さ れ て い な い 状 態 で あ る 。 コ ピ ー 中 2010は 初 期 コ ピ ー 中 の 状 態 で あ る 。 初 期 コ ピ ー
と は コ ピ ー ペ ア の コ ピ ー 元 ボ リ ュ ー ム の 内 容 を コ ピ ー 転 送 先 ボ リ ュ ー ム に 転 送 し 終 え て い
な い 過 渡 的 な 状 態 を 指 し 、 コ ピ ー 転 送 先 と コ ピ ー 元 の 内 容 が 一 致 し て な い 。 コ ピ ー 開 始 直
後 に 遷 移 す る 状 態 で あ る 。 2重 化 2020は コ ピ ー ペ ア の コ ピ ー 元 ボ リ ュ ー ム の 内 容 を コ ピ ー
転 送 先 ボ リ ュ ー ム に 転 送 し 終 え た 状 態 で あ る 。 2重 化 遷 移 以 降 は 正 記 憶 制 御 装 置 1000ａ の
該 当 ボ リ ュ ー ム へ の ラ イ ト デ ー タ 受 信 時 の み 、 デ ー タ 転 送 を 実 施 す る 。 一 時 停 止 中 2030は
コ ピ ー を 一 時 的 に 停 止 す る 途 中 の 過 渡 状 態 で あ る 。 一 時 停 止 2040は コ ピ ー を 一 時 的 に 停 止
し た 状 態 で あ る 。 こ の 状 態 に 遷 移 す る と 、 ラ イ ト デ ー タ は コ ピ ー 元 の 正 記 憶 制 御 装 置 1000
aに 一 時 的 に 保 管 さ れ る 。 一 方 コ ピ ー 再 開 時 は 当 該 正 記 憶 制 御 装 置 に 保 管 さ れ て い た ラ イ
ト デ ー タ が 副 記 憶 制 御 装 置 1000bに 転 送 さ れ る 。 こ の 転 送 さ れ る 状 態 も 一 時 停 止 中 2030状
態 と な る 。 ペ ア 解 除 中 2050は コ ピ ー を 終 了 す る と き に 遷 移 す る 過 渡 的 な 状 態 で あ る 。 ま た
、 エ ラ ー 状 態 2060は コ ピ ー 処 理 中 に 障 害 が 発 生 し た 時 点 で 遷 移 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 矢 印 は 遷 移 方 向 を 指 し て い る 。 ま た 、 円 は 定 常 的 な 状 態 を 、 四 角 は 過 渡 的 な 状 態
を さ す 。 た と え ば 、 ペ ア 解 除 中 2050は 一 時 停 止 、 2重 化 状 態 2030か ら 遷 移 が 可 能 で あ る こ
と を 指 し て い る 。 ま た 、 エ ラ ー 2060は ど の 状 態 か ら も 遷 移 す る 可 能 性 が あ る た め 、 図 で は
遷 移 方 向 を 示 し て い な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ７ に コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 1230aの 形 式 例 を 示 す 。 コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 1230aに は 正 論 理
ボ リ ュ ー ム ID(5A)、 コ ピ ー 状 態 （ 5B） 、 副 記 憶 制 御 装 置 ID（ ５ C） 、 副 論 理 ボ リ ュ ー ム ID
（ 5D） 、 グ ル ー プ ID(５ F)、 グ ル ー プ コ ン テ ナ ID（ 5G） を 含 む 。 正 論 理 ボ リ ュ ー ム ID(5A)
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は 正 記 憶 制 御 装 置 上 の コ ピ ー 元 の 論 理 ボ リ ュ ー ム を 識 別 す る IDで あ る 。 コ ピ ー 状 態 （ 5B）
は コ ピ ー の 処 理 状 態 を 示 す 。 副 記 憶 制 御 装 置 ID(5C)は コ ピ ー 転 送 先 の 副 記 憶 制 御 装 置 を 識
別 す る IDで あ る 。 副 論 理 ボ リ ュ ー ム ID(5D)は 前 述 の 副 記 憶 制 御 装 置 に あ る コ ピ ー 転 送 先 の
論 理 ボ リ ュ ー ム を 識 別 す る た め の IDで あ る 。 正 グ ル ー プ ID（ 5F） は コ ピ ー ペ ア が 属 す る 正
記 憶 制 御 装 置 1000aの コ ピ ー グ ル ー プ を 識 別 す る ID、 グ ル ー プ コ ン テ ナ (5G)は 正 ・ 副 記 憶
制 御 装 置 の 正 副 コ ピ ー グ ル ー プ を ま と め る グ ル ー プ コ ン テ ナ を 識 別 す る IDで あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 1230aは 、 保 存 さ れ た 記 憶 制 御 装 置 1000aで 動 作 す る 全 リ モ ー ト コ ピ
ー の コ ピ ー ペ ア 情 報 が 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 副 記 憶 制 御 装 置 1000bに も コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 も 持 つ が 、 こ の 項 目 も 正 記 憶 制 御
装 置 1000aの も の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ８ は 、 ボ リ ュ ー ム 管 理 情 報 1240aの 形 式 例 で あ る 。 ボ リ ュ ー ム 管 理 情 報 1240aは 正 記 憶
制 御 装 置 1000aが 正 記 憶 制 御 装 置 内 の 全 ボ リ ュ ー ム の 状 態 を 管 理 す る た め の 管 理 情 報 で 、
ボ リ ュ ー ム 管 理 情 報 1240aに は 論 理 ボ リ ュ ー ム ID(6A)、 ボ リ ュ ー ム 状 態 (6B)、 容 量 （ 6C）
、 ペ ア ID（ 6D） 、 グ ル ー プ ID（ 6F） 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ ID（ 6G） を 含 む 。 論 理 ボ リ ュ ー ム
ID(6A)は 正 記 憶 制 御 装 置 上 の コ ピ ー 元 の 論 理 ボ リ ュ ー ム を 識 別 す る IDで あ る 。 ボ リ ュ ー ム
状 態 (6B)は ボ リ ュ ー ム の 状 態 を 示 し 、 正 常 、 正 、 副 、 異 常 、 未 使 用 の い ず れ か の 値 を 取 る
。 ボ リ ュ ー ム 状 態 が 正 常 ま た は 正 の 場 合 に は 、 そ の 論 理 ボ リ ュ ー ム に 対 し て 正 MFホ ス ト 10
0aも し く は 正 OPENホ ス ト 200aが 正 常 に ア ク セ ス 可 能 で あ る こ と を 意 味 す る 。 ま た 、 ボ リ ュ
ー ム 状 態 が 正 の 場 合 に は 、 コ ピ ー 元 の 論 理 ボ リ ュ ー ム で あ る こ と を 意 味 す る 。 ボ リ ュ ー ム
状 態 が 副 の 場 合 に は 、 コ ピ ー 転 送 先 の 論 理 ボ リ ュ ー ム で あ る こ と を 意 味 す る 。 ボ リ ュ ー ム
状 態 が 異 常 の 場 合 に は 、 そ の 論 理 ボ リ ュ ー ム に 対 し て 正 MFホ ス ト 100aも し く は 正 OPENホ ス
ト 200aが 正 常 に ア ク セ ス で き な い こ と を 意 味 す る 。 た と え ば 、 論 理 ボ リ ュ ー ム を 有 す る デ
ィ ス ク 装 置 1600aの 故 障 に よ る 障 害 が 該 当 す る 。 ボ リ ュ ー ム 状 態 が 未 使 用 の 場 合 に は 、 そ
の 論 理 ボ リ ュ ー ム は 使 用 さ れ て い な い こ と を 意 味 す る 。 ペ ア ID(6D)は 、 ペ ア を 特 定 す る た
め の IDを 示 す 。 グ ル ー プ ID(6F)は グ ル ー プ コ ン テ ナ 内 の 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに お い て グ
ル ー プ を 特 定 す る た め の IDで あ る 。 グ ル ー プ コ ン テ ナ ID（ 6G） は グ ル ー プ コ ン テ ナ を 特 定
す る た め の IDで あ る 。
ま た 、 副 記 憶 制 御 装 置 1000bに も ボ リ ュ ー ム 管 理 情 報 1240bを 持 つ が 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000
aの も の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ を 使 用 し た リ モ ー ト コ ピ ー の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ９ は 正 記 憶 制 御 装 置 1000aが 正 MFホ ス ト 100aも し く は 正 OPENホ ス ト 200aか ら 、 リ モ ー
ト コ ピ ー の コ ピ ー 元 と な る 論 理 ボ リ ュ ー ム 1500aに 対 す る ラ イ ト IO要 求 を 受 領 し た 場 合 の
処 理 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは 、 通 信 パ ス ５ ０ ０ を 介 し て 、 MFホ
ス ト も し く は OPENホ ス ト が 発 行 し た ラ イ ト IO要 求 を 受 領 す る 。 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110
aで は 当 該 受 領 ラ イ ト IO要 求 の 解 析 を 行 い 、 ラ イ ト 先 の 論 理 ボ リ ュ ー ム ID、 ラ イ ト ア ド レ
ス 、 ラ イ ト デ ー タ 長 お よ び ラ イ ト デ ー タ を 取 得 す る （ ス テ ッ プ 5000） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは 取 得 し た ラ イ ト デ ー タ を キ ャ ッ シ ュ メ モ リ 1300aに 格 納 す
る （ ス テ ッ プ 5010） 。 さ ら に 、 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは 共 有 メ モ リ 1200aに 保 管 さ れ
た コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 1230aを 参 照 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは 当 該 管 理 情 報 の 正 論 理 ボ リ ュ ー ム ID（ 5A） の 内 容
と 、 受 領 し た ラ イ ト IO要 求 の ラ イ ト 先 の 論 理 ボ リ ュ ー ム IDを 比 較 す る （ S5020） 。 比 較 の
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結 果 コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 の 正 論 理 ボ リ ュ ー ム ID（ 5A） と 受 領 し た ラ イ ト IO要 求 の ラ イ ト 先
の 論 理 ボ リ ュ ー ム IDが 合 致 す れ ば （ 5020YES） 、 受 領 し た ラ イ ト IO要 求 が リ モ ー ト コ ピ ー
対 象 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 受 領 し た ラ イ ト IO要 求 が リ モ ー ト コ ピ ー 対 象 で あ る 場 合 、 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1230a
は 、 区 間 番 号 お よ び シ ー ケ ン シ ャ ル 番 号 を 前 述 の ラ イ ト デ ー タ に 与 え る （ ス テ ッ プ 5030）
。 区 間 番 号 は 、 複 数 装 置 、 複 数 グ ル ー プ を ま た が っ た リ モ ー ト コ ピ ー で 、 転 送 デ ー タ の ラ
イ ト 順 序 を 保 証 す る た め に 利 用 す る 。 区 間 番 号 の 詳 細 は 後 述 す る 。 ま た シ ー ケ ン シ ャ ル 番
号 は グ ル ー プ 内 ラ イ ト デ ー タ の ラ イ ト 順 序 を 保 障 す る た め に 利 用 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1230aは 、 区 間 番 号 情 報 を 取 得 す る た め 、 共 有 メ モ リ 1200aか ら 正
グ ル ー プ コ ン テ ナ 管 理 情 報 1250aを 参 照 す る 。 ま た 、 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1230aは シ ー ケ
ン シ ャ ル 番 号 を 取 得 す る た め 、 共 有 メ モ リ 1200aか ら グ ル ー プ 管 理 情 報 1210aを 参 照 す る 。
正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは 、 グ ル ー プ 管 理 情 報 1210aか ら ス テ ッ プ 5020で 合 致 し た コ ピ
ー ペ ア 管 理 情 報 1230aの グ ル ー プ ID（ ５ F） と グ ル ー プ IDが 合 致 す る も の を 取 得 す る 。 以 上
の 手 続 き に よ り 得 ら れ た 区 間 番 号 お よ び シ ー ケ ン シ ャ ル 番 号 を 前 述 の ラ イ ト デ ー タ に 付 与
す る （ S5030） 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ 5030の 後 、 も し く は コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 1230ａ の 正 論 理 ボ リ ュ ー ム ID（ 5A） と
受 領 し た ラ イ ト IO要 求 の ラ イ ト 先 の 論 理 ボ リ ュ ー ム IDが 合 致 し な い 場 合 （ 5020NO） 、 正 ラ
イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは 、 ス テ ッ プ 5030で 得 た 区 間 番 号 お よ び シ ー ケ ン シ ャ ル 番 号 に １
加 算 し た シ ー ケ ン シ ャ ル 番 号 、 さ ら に ス テ ッ プ ５ ０ ０ ０ で 取 得 し た 情 報 （ ラ イ ト 先 の 論 理
ボ リ ュ ー ム ID、 ラ イ ト ア ド レ ス 、 ラ イ ト デ ー タ 長 ） 、 ス テ ッ プ ５ ０ １ ０ で ラ イ ト デ ー タ を
キ ャ ッ シ ュ メ モ リ に 格 納 す る と き に 得 た ラ イ ト デ ー タ ポ イ ン タ を 用 い て 、 ラ イ ト デ ー タ 管
理 情 報 1220aを 作 成 す る （ ス テ ッ プ 5040） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ 5030で は 、 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは 、 ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220aの 転 送
必 要 ビ ッ ト （ 3G） に は 転 送 す る こ と を 示 す ビ ッ ト を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 最 後 に ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは MFホ ス ト 100aも し く は OPENホ ス ト 200aに ラ イ ト 完 了
報 告 を 行 う （ ス テ ッ プ 5050） 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 記 憶 制 御 装 置 1000に ホ ス ト か ら の IO要 求 を 受 領 し て か ら 完 了 報 告 を ホ ス
ト に 返 す ま で に 、 一 般 的 に 多 大 な 時 間 が 必 要 に な る と い わ れ る 物 理 デ ィ ス ク へ の ラ イ ト や
、 別 記 憶 制 御 装 置 へ の 転 送 処 理 が 含 ま れ な い 。 こ れ ら の 処 理 は 適 当 な タ イ ミ ン グ で 非 同 期
に 実 施 さ れ る 。 従 っ て 、 MFホ ス ト や OPENホ ス ト か ら の IO要 求 は 短 時 間 で 完 了 が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ０ 、 図 ２ １ は 入 出 力 制 御 部 1100a上 で 動 作 す る 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aが 正 記 憶
制 御 装 置 1000aの ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aに 対 し て ラ イ ト 要 求 の 処 理 の 保 留 と 区 間 番 号 の
更 新 指 示 す る 処 理 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ０ は 上 記 処 理 で 、 特 に 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aが 存 在 す る 正 記 憶 制 御 装 置 1000a
の 処 理 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 複 数 の 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの う ち の １ の 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 存 在 す る 正 グ ル ー プ 代
表 処 理 部 1140aは 、 共 有 メ モ リ 1200aに あ る グ ル ー プ コ ン テ ナ 管 理 情 報 1250aを 参 照 し 、 グ
ル ー プ コ ン テ ナ に 属 す る 全 て の 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 対 し 、 ラ イ ト 要 求 の 処 理 の 保 留 を
指 示 す る （ ス テ ッ プ 5200） 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 次 に 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ に 属 す る す べ て の 正 記 憶 制 御 装
置 1000aか ら ラ イ ト 要 求 の 処 理 保 留 開 始 の 報 告 を 受 け た か 確 認 す る 。 （ ス テ ッ プ 5240） 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 、 ラ イ ト 要 求 の 処 理 保 留 開 始 の 報 告 を 受 け た 場 合 （ ス テ
ッ プ 5240YES） 、 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 、 区 間 番 号 の 更 新 を グ ル ー プ コ ン テ ナ に 属
す る す べ て の 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 指 示 す る 。 こ の 指 示 に は パ ラ メ ー タ と し て 、 前 回 こ
の 指 示 を 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aが 発 行 し た 際 に 指 定 し た 区 間 番 号 に １ を 加 え た 値 が
、 新 た な 区 間 番 号 と し て 含 ま れ る （ ス テ ッ プ 5250） 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 、 ス テ ッ プ 5250の 区 間 番 号 更 新 指 示 を 送 信 し た 正 記 憶 制
御 装 置 1000a全 て か ら 区 間 番 号 更 新 完 了 の 報 告 が あ る の を 確 認 し て か ら 次 の 処 理 に 進 む （
ス テ ッ プ 5280、 5290） 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ に 属 す る 全 て の 正 記 憶 制 御 装 置 1000a
に ラ イ ト 要 求 処 理 保 留 の 解 除 を 指 示 す る （ ス テ ッ プ 5300） 。  
　 次 に 、 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 、 区 間 番 号 更 新 指 示 を 送 信 し た 正 記 憶 制 御 装 置 100
0a全 て に 対 し 、 コ ピ ー ペ ア の 状 態 を 収 集 す る 処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ 5330） 。 こ の コ ピ ー ペ
ア の 状 態 収 集 処 理 の 手 続 き は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 処 理 で は 、 ラ イ ト 要 求 の 処 理 の 保 留 と 区 間 番 号 の 更 新 指 示 す る 処 理 の 他 に 、 さ ら に 各
記 憶 制 御 装 置 の コ ピ ー 状 態 の 収 集 処 理 も 行 う 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の 手 続 き を 一 定 間 隔 で 実 施 す る こ と に よ り 複 数 の 記 憶 制 御 装 置 間 を 跨 い だ リ モ ー ト コ
ピ ー に お け る 転 送 さ れ る ラ イ ト デ ー タ の 整 合 性 の 保 障 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ２ １ は 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aの フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
こ の フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aが 、 そ の 正 記 憶 制 御 装 置 1000a自 身 に
有 し て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 各 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは 、 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 か ら ス テ
ッ プ 5200で の ラ イ ト 要 求 保 留 の 指 示 を 受 け 、 ラ イ ト 要 求 の 処 理 を 保 留 す る （ ス テ ッ プ 5210
） 。 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは 、 ラ イ ト 要 求 の 保 留 を 開 始 し た こ と を 正 グ ル ー プ 代 表 処
理 部 1140aに 通 知 す る （ ス テ ッ プ 5220） 。 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aの ア ド レ ス は 、 ラ イ
ト 要 求 の 保 留 指 示 に 含 ま れ て お り 、 各 正 記 憶 制 御 装 置 1000aは 、 当 該 ア ド レ ス を 使 用 し て
正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aに 保 留 さ れ て い る 状 況 で あ る こ と を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ス テ ッ プ 5250で 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aか ら 指 示 さ れ た 区 間 番 号 の 更 新 指 示 を 受 け
取 っ て 、 各 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの 区 間 番 号 生 成 部 1130aは 、 受 信 し た 区 間 番 号 を グ ル ー プ
コ ン テ ナ 管 理 情 報 1250aに 記 録 す る （ ス テ ッ プ 5260） 。 ま た 、 区 間 番 号 生 成 部 1250aは 、 区
間 番 号 更 新 完 了 を 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aに 報 告 す る （ ス テ ッ プ 5270） 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 各 正 記 憶 制 御 装 置 1000aは 、 ス テ ッ プ 5250で 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aか ら 受 信 す る 区
間 番 号 更 新 指 示 に 含 ま れ る 区 間 番 号 を 、 正 グ ル ー プ コ ン テ ナ 管 理 情 報 1250aに 記 録 さ れ て
お り 、 正 区 間 番 号 生 成 部 1130aは 区 間 更 新 指 示 を 受 信 す る た び に 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ 管 理
情 報 1250aの 区 間 番 号 を 更 新 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 各 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは 、 ラ イ ト 要 求 処 理 の 保 留 を 解 除 す
る 指 示 を 受 け 、 ラ イ ト 要 求 の 処 理 の 保 留 を 解 除 し （ ス テ ッ プ 5310） 、 保 留 を 解 除 し た こ と
を 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aに 報 告 す る （ ス テ ッ プ 5320） 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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　 以 上 が 、 各 正 記 憶 制 御 装 置 で の ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110a及 び 正 区 間 番 号 生 成 部 1130aの
処 理 で あ る 。 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 を 有 す る 正 記 憶 制 御 装 置 の ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110a
及 び 正 区 間 番 号 生 成 部 1130aと 、 同 じ 正 記 憶 制 御 装 置 内 で 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 と の や り
と り が 行 わ れ る 。 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 を 有 さ な い 正 記 憶 制 御 装 置 の ラ イ ト デ ー タ 受 領 部
1110a及 び 正 区 間 番 号 生 成 部 1130aは 、 通 信 パ ス 500を 介 し て 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 と 通 信
を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 １ １ A及 び 図 １ １ Bは 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000aか ら 副 記 憶 制 御 装 置 1000bへ の ラ イ ト デ ー
タ の 転 送 処 理 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま ず 、 図 １ １ Aは 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの 正 ラ イ ト デ ー タ 転 送 部 1120aの 処 理 を 示 す 。
正 ラ イ ト デ ー タ 転 送 部 1120aは 、 ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220aを 参 照 し 、 転 送 必 要 ビ ッ ト が
転 送 有 り を 示 し て い る ラ イ ト デ ー タ を 求 め 、 ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220aと グ ル ー プ 管 理
情 報 1210aと コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 1230aを 参 照 し 、 ラ イ ト デ ー タ 情 報 を 作 成 す る （ ス テ ッ プ
6000） 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の ラ イ ト デ ー タ 情 報 に は 、 ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220aか ら 参 照 し た ラ イ ト ア ド レ ス
、 ラ イ ト デ ー タ 長 、 シ ー ケ ン シ ャ ル 番 号 、 区 間 番 号 と 、 コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 1230aか ら 参
集 し た 相 手 グ ル ー プ IDが 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 正 ラ イ ト デ ー タ 転 送 部 1120aは 、 ス テ ッ プ 6000で 特 定 し た ラ イ ト デ ー タ と ス テ ッ プ 6
000で 共 有 メ モ リ 1200aか ら 読 み 出 し た ラ イ ト デ ー タ 情 報 を 、 副 記 憶 制 御 装 置 1000bに 転 送
す る （ ス テ ッ プ 6010） 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 １ ６ に 到 着 済 ラ イ ト デ ー タ 情 報 の 一 例 を 示 す 。 到 着 済 み デ ー タ は 、 正 ラ イ ト デ ー タ 転
送 部 1120aか ら 副 記 憶 制 御 装 置 に 転 送 さ れ た ラ イ ト デ ー タ 情 報 で あ る 。 到 着 済 ラ イ ト デ ー
タ 情 報 は グ ル ー プ コ ン テ ナ ID（ 7A） 、 グ ル ー プ ID（ 7B） 、 到 着 済 み 最 新 区 間 番 号 グ ル ー プ
コ ン テ ナ ID（ 7C） を 含 む 。 グ ル ー プ コ ン テ ナ ID（ 7A） は 正 副 記 憶 制 御 装 置 間 で グ ル ー プ コ
ン テ ナ を 識 別 す る た め の IDで あ る 。 グ ル ー プ ID(7B)は グ ル ー プ コ ン テ ナ 内 の 副 記 憶 制 御 装
置 1000bに お い て グ ル ー プ を 特 定 す る た め の IDで あ る 。 到 着 済 み 最 新 区 間 番 号 グ ル ー プ コ
ン テ ナ ID（ 7C） は 副 記 憶 制 御 装 置 1000bの ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110bが こ れ ま で に 受 領 し た
グ ル ー プ IDが 示 す グ ル ー プ に 属 す る コ ピ ー 転 送 先 論 理 ボ リ ュ ー ム １ ５ ０ ０ に 対 す る ラ イ ト
デ ー タ に 与 え ら れ て い た ラ イ ト デ ー タ 情 報 の 区 間 番 号 の う ち 最 も 大 き い 値 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 11Bは 、 副 記 憶 制 御 装 置 1000bの 副 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110bが 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000a
か ら 受 領 し た デ ー タ に 関 す る 処 理 の 流 れ を 示 す 図 で あ る 。 副 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110bは
、 当 該 装 置 内 の 副 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110bが 、 受 領 し た ラ イ ト デ ー タ と ラ イ ト デ ー タ 情
報 を キ ャ ッ シ ュ メ モ リ 1300bに 格 納 す る （ ス テ ッ プ 6020） 。 さ ら に 、 副 ラ イ ト デ ー タ 受 領
部 1110bは ラ イ ト デ ー タ 情 報 か ら ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220bを 作 成 す る （ ス テ ッ プ 6030）
。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 副 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110bは 、 受 領 し た ラ イ ト デ ー タ 情 報 に 含 ま れ て い る 区 間 番 号 が
最 新 の も の で あ る こ と を 確 認 し （ ス テ ッ プ 6040） 、 最 新 で あ れ ば こ の 区 間 番 号 を 到 着 済 ラ
イ ト デ ー タ 情 報 1270bに 記 録 す る （ ス テ ッ プ 6050） 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110bは 、 到 着 済 ラ イ ト デ ー タ 情 報 1270bと し て 保 持 さ れ て い る 区 間
番 号 と 、 受 領 し た ラ イ ト デ ー タ 情 報 に 含 ま れ て い る 区 間 番 号 を 比 較 し て 、 受 信 し た ラ イ ト
デ ー タ 情 報 に 含 ま れ て い る 区 間 番 号 の 値 が 大 き け れ ば 、 こ の 値 に 到 着 済 ラ イ ト デ ー タ 情 報
1270bを 更 新 す る （ ス テ ッ プ 6050） 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
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　 最 後 に ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110bは 正 ラ イ ト デ ー タ 転 送 部 1120aに ラ イ ト デ ー タ 受 領 完 了
を 報 告 す る （ ス テ ッ プ 6060） 。 ラ イ ト デ ー タ 受 領 完 了 の 報 告 を 受 信 し た ラ イ ト デ ー タ 転 送
部 1120aは 、 完 了 報 告 に 対 応 す る ラ イ ト デ ー タ に つ い て ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220aの 転 送
必 要 ビ ッ ト が 不 要 を 示 す ビ ッ ト に 変 更 す る 。 正 記 憶 制 御 装 置 1000aが 有 す る 転 送 元 の 論 理
ボ リ ュ ー ム 1500に ラ イ ト デ ー タ が 書 き 込 ま れ て い る 条 件 で 、 キ ャ ッ シ ュ メ モ リ か ら 当 該 ラ
イ ト デ ー タ を 破 棄 で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 １ ２ 、 図 ２ ２ は 、 副 記 憶 制 御 装 置 1000bに お け る コ ピ ー 転 送 先 論 理 ボ リ ュ ー ム へ の ラ
イ ト デ ー タ の 反 映 処 理 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ ２ は 、 上 記 処 理 で 副 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140bが 存 在 す る 副 記 憶 制 御 装 置 1000bの 処
理 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 複 数 の 副 記 憶 制 御 装 置 1000bの う ち １ の 副 側 記 憶 装 置 1000bに 存 在 す る 副 グ ル ー プ 代 表 処
理 部 1140bは 、 す べ て の 副 側 記 憶 装 置 1000bか ら 、 到 着 済 ラ イ ト デ ー タ 情 報 1270bに 記 録 さ
れ て い る 区 間 番 号 を 全 グ ル ー プ に つ い て 取 得 す る 。 次 に 、 取 得 し た 区 間 番 号 の う ち 最 小 の
区 間 番 号 を 求 め る (ス テ ッ プ 6500)。 さ ら に 、 副 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140bは ス テ ッ プ 6500
で 求 め た 区 間 番 号 の 数 値 を 下 回 る 区 間 番 号 を も つ ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 1220bに 持 つ ラ イ
ト デ ー タ を 転 送 先 論 理 ボ リ ュ ー ム に 反 映 す る よ う に 、 す べ て の 副 記 憶 制 御 装 置 1000bに 指
示 す る （ ス テ ッ プ 6510） 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 副 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140bは 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ の 対 象 と な る 副 記 憶 制 御 装 置 1000bか
ら 転 送 先 論 理 ボ リ ュ ー ム へ の 反 映 処 理 に 関 す る 報 告 が 、 あ る の を 確 認 す る 。 副 グ ル ー プ 代
表 処 理 部 1140bは 、 反 映 処 理 に 関 す る 報 告 を 確 認 し （ ス テ ッ プ 6540、 6550） 、 対 象 と な る
副 記 憶 制 御 装 置 1000bに お け る ラ イ ト デ ー タ の 反 映 の 完 了 を 確 認 し た 場 合 （ ス テ ッ プ 6550Y
ES） 、 コ ピ ー 状 態 収 集 処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ 6560） 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ２ ２ は 上 記 処 理 で 副 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140bが 存 在 し な い 副 記 憶 制 御 装 置 1000bの 処
理 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 副 ラ イ ト デ ー タ 反 映 部 1150bは 、 ス テ ッ プ 6510で 発 行 さ れ た 指 示 に 該 当 す る ラ イ ト デ ー
タ の 転 送 先 論 理 ボ リ ュ ー ム 1500へ 、 各 グ ル ー プ に お け る シ ー ケ ン シ ャ ル 番 号 順 に 反 映 す る
。 副 ラ イ ト デ ー タ 反 映 部 は 、 指 示 さ れ た ラ イ ト デ ー タ の 論 理 ボ リ ュ ー ム へ の 反 映 が 完 了 し
た 場 合 、 反 映 完 了 を 副 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140bに 報 告 す る （ ス テ ッ プ 6540） 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 以 上 が 、 各 副 記 憶 制 御 装 置 で の 副 ラ イ ト デ ー タ 反 映 部 1110bの 処 理 で あ る 。 副 グ ル ー プ
代 表 処 理 部 を 有 す る 副 記 憶 制 御 装 置 の 副 ラ イ ト デ ー タ 反 映 部 1110bと 、 同 じ 副 記 憶 制 御 装
置 内 で 副 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 と の や り と り が 行 わ れ る 。 副 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 を 有 さ な い
副 記 憶 制 御 装 置 の 副 ラ イ ト デ ー タ 反 映 部 1110bは 、 通 信 パ ス 500を 介 し て 副 グ ル ー プ 代 表 処
理 部 と 通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 次 に 、 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aが 行 う コ ピ ー 状 態 収 集 処 理 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aが 、 一 定 間 隔 で 区 間 番 号 の 更 新 処 理 と 共 に 、 グ ル ー プ コ ン
テ ナ に あ る 全 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの コ ピ ー 状 態 も 収 集 す る 。 コ ピ ー 状 態 は 各 正 記 憶 制 御
装 置 1000aで 、 グ ル ー プ 単 位 で 管 理 さ れ る 。 図 １ ３ は 、 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 1140aを 備 え る
正 記 憶 制 御 装 置 1000aの フ ロ ー を 示 す 。 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま ず 、 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 、 図 １ ０ 、 図 ２ １ の ス テ ッ プ ５ ３ ２ ０ が 終 了 す る
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と 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ 内 の 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 対 し 、 グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 1260aの
提 供 を 指 示 す る （ ス テ ッ プ 5330） 。 　 指 示 を 受 け た 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの 正 ラ イ ト デ ー
タ 転 送 部 1120aは 、 グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 1260aを 共 有 メ モ リ 1200aか ら 取 得 し 、 正 グ ル
ー プ 代 表 処 理 部 1140aに 報 告 す る （ ス テ ッ プ 5340） 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 、 取 得 し た グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 1260aを 共 有 メ モ リ 12
00a内 の 正 グ ル ー プ コ ン テ ナ 情 報 に 記 録 す る （ ス テ ッ プ 5350） 。 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 114
0aは 、 コ ピ ー コ ン テ ナ 対 象 と な る 全 正 記 憶 制 御 装 置 1000aか ら グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 126
0aを 取 得 し 、 正 グ ル ー プ コ ン テ ナ 情 報 に 記 録 し た 時 点 で 、 コ ピ ー 状 態 収 集 処 理 を 終 え る （
ス テ ッ プ 5360、 5370） 。  上 記 コ ピ ー 状 態 収 集 処 理 は 副 記 憶 制 御 装 置 1000b間 で も 実 施 し て
も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 な お 、 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aが 存 在 し な い 記 憶 制 御 装 置 は 、 他 の 記 憶 制 御 装 置 の
正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 か ら 通 信 パ ス ５ ０ ０ を 介 し て 指 示 を 受 け 、 正 記 憶 制 御 装 置 1000aの
正 ラ イ ト デ ー タ 転 送 部 1120aは 、 グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 1260aを 共 有 メ モ リ 1200aか ら 取
得 し 、 通 信 パ ス を 介 し て 他 の 正 記 憶 制 御 装 置 の 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aに 報 告 す る （
ス テ ッ プ 5340） 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aが 、 他 の 正 記 憶 制 御 装 置 1000aか ら 情 報 を 取 得 す る 図 １ ３ と
同 様 に 、 副 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140bが 副 記 憶 制 御 装 置 1000bか ら コ ピ ー 状 態 収 集 処 理 を 実
施 す る 。 　 通 常 ペ ア の 状 態 は ペ ア ご と に 状 態 を 保 持 す る こ と で 管 理 す る が 、 本 実 施 例 に よ
れ ば 、 ペ ア の 状 態 を そ の 状 態 を 示 し て い る ペ ア 数 と し て 保 持 す る 。 上 記 の よ う に ペ ア の 状
態 を 保 持 す る こ と で 、 大 幅 な 状 態 情 報 の 圧 縮 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 １ ５ に ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 7300の 一 例 を 示 す 。 ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 は MFホ ス ト 100、 O
PENホ ス ト 200が 記 憶 制 御 装 置 1000に 発 行 す る IO要 求 の 一 種 で 、 あ て 先 (8A)、 指 示 内 容 (8B)
、 グ ル ー プ コ ン テ ナ ID（ 8C） 、 オ プ シ ョ ン （ ８ D） を 含 む 。 あ て 先 (8A)に は MFホ ス ト 100、
OPENホ ス ト 200が 発 行 す る IO要 求 の 発 行 先 （ 記 憶 制 御 装 置 1000を 識 別 す る ID） が 入 る 。 指
示 内 容 （ 8B） に は ス ト レ ー ジ 制 御 の 指 示 内 容 が 指 定 さ れ る 。 指 示 内 容 に は 、 グ ル ー プ コ ン
テ ナ コ ピ ー 状 態 取 得 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ 操 作 （ グ ル ー プ コ ン テ ナ の 登 録 、 グ ル ー プ コ ン テ
ナ の 削 除 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ へ の グ ル ー プ 追 加 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ か ら グ ル ー プ の 解 除 ）
、 グ ル ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 操 作 （ コ ピ ー 開 始 、 コ ピ ー 一 時 停 止 、 コ ピ ー 再 開 、 コ ピ ー 解 除
） 、 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 操 作 （ 代 表 登 録 、 移 動 、 解 除 、 状 態 報 告 ） が あ る 。 グ ル ー プ コ ン
テ ナ ID（ 8C） に は グ ル ー プ コ ン テ ナ を 識 別 す る た め の IDが 入 る 。 オ プ シ ョ ン (8D)に は ス ト
レ ー ジ 制 御 指 示 を 補 助 す る オ プ シ ョ ン 情 報 が 指 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 指 示 内 容 (8B)が グ ル ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 状 態 取 得 の 場 合 は 、 当 該 指 示 を 受 領 し た 記 憶 制
御 装 置 が グ ル ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 状 態 情 報 8100を 報 告 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 １ ７ に ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 7300に お け る グ ル ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 状 態 情 報 8100の 報 告
形 式 の 一 例 を 示 す 。 グ ル ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 状 態 情 報 8100の 報 告 形 式 は 、 あ て 先 (10A)、
記 憶 制 御 装 置 ID（ 10B） 、 グ ル ー プ ID(10C)、 コ ピ ー 状 態 情 報 （ 10D） 、 代 表 エ ラ ー 情 報 （ 1
0E） 、 以 降 記 憶 装 置 ID(10F)か ら 、 エ ラ ー 情 報 （ 10I） の 組 み 合 わ せ を 一 グ ル ー プ 分 と し て
、 グ ル ー プ コ ン テ ナ に 属 す る こ と が で き る グ ル ー プ の 数 分 上 記 の 情 報 が 連 続 す る 。 あ て 先
は （ 10A） は 応 答 先 ホ ス ト IDが 含 ま れ る 。 記 憶 制 御 装 置 ID(10B)は 記 憶 制 御 装 置 を 識 別 す る
た め の IDが 入 る 。 グ ル ー プ ID（ 10C） に は 記 憶 制 御 装 置 ID(10B)が 指 す 記 憶 制 御 装 置 内 に 存
在 す る グ ル ー プ を 識 別 す る た め の IDが 入 る 。 コ ピ ー 状 態 情 報 （ 10D） に は グ ル ー プ 内 の コ
ピ ー ペ ア が ど の コ ピ ー 状 態 で あ る か が 、 コ ピ ー ペ ア の 数 で 記 録 さ れ る 。 代 表 エ ラ ー 情 報 は
（ 10E） は グ ル ー プ 内 で 発 生 し た コ ピ ー に 関 す る エ ラ ー 情 報 が 記 録 さ れ る 。 代 表 の エ ラ ー
と は グ ル ー プ 内 で 最 も 新 し い 時 間 に 発 生 し た エ ラ ー 情 報 を 指 す 。 こ こ で 、 記 憶 制 御 装 置 ID

10

20

30

40

50

(17) JP 2007-47892 A 2007.2.22



（ 10B） か ら 代 表 エ ラ ー 情 報 （ 10I） ま で の 情 報 は 正 記 憶 制 御 装 置 1000a内 共 有 メ モ リ 1200a
に 格 納 さ れ る 正 グ ル ー プ コ ン テ ナ 管 理 情 報 1250aの グ ル ー プ 情 報 （ 1D） と 同 じ 内 容 で あ る
。 ま た 、 グ ル ー プ 情 報 （ 1D） の 状 態 情 報 は グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 1260aと 同 じ 内 容 で あ
る 。 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 定 期 的 に 収 集 す る グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 1260aを 正 グ ル
ー プ コ ン テ ナ 管 理 情 報 1250aに 記 録 し て お き 、 ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 （ 状 態 情 報 報 告 ） に 応
じ て 、 上 記 正 グ ル ー プ コ ン テ ナ 管 理 情 報 1250aを 参 照 す る こ と で 、 コ ピ ー 状 態 情 報 を 作 成
し 提 供 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 次 に 、 MFホ ス ト 100a、 OPENホ ス ト 200aが 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 収 集 し た コ ピ ー 状 態 を
取 得 す る に は 、 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aが 動 作 す る 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 、 コ ピ ー 状
態 取 得 の た め の ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 7300を 、 MFホ ス ト 100aも し く は OPENホ ス ト 200aで 、 ア
ク セ ス 可 能 な ホ ス ト が 発 行 す る 。 以 後 、 ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 7300を 発 行 す る ホ ス ト を 代 表
ホ ス ト と よ ぶ こ と に す る 。
  正 記 憶 制 御 装 置 1000aは 、 ホ ス ト か ら ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 7300を 受 領 す る と 、 正 ラ イ ト
デ ー タ 受 領 部 1110aが 当 該 指 示 を 受 領 し 、 コ ピ ー 状 態 取 得 処 理 以 外 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1
140aに 転 送 す る 。  正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aが 受 領 し た 制 御 指 示 に 応 じ た 処 理 を 実 施 す
る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aは 指 示 に 応 じ た 処 理 終 了 後 、 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aを
介 し て 前 述 の ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 発 行 元 ホ ス ト に 完 了 応 答 を す る 。 コ ピ ー 状 態 取 得 処 理 の
場 合 は 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aが 前 述 の ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 発 行 元 ホ ス ト に 完 了 応 答
を す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 グ ル ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 状 態 情 報 8100を 取 得 す る と 、 当 該 情 報 を 取 得 し た 代 表 ホ ス ト で
は コ ピ ー 状 態 の 判 定 を 行 う 。 コ ピ ー 状 態 の 判 定 は 、 グ ル ー プ の コ ピ ー 状 態 判 定 表 8200を 用
い る 。 図 １ ８ に グ ル ー プ の コ ピ ー 状 態 判 定 表 8200の 一 例 を 示 す 。 グ ル ー プ の コ ピ ー 状 態 判
定 表 8200は 、 縦 方 向 に グ ル ー プ の コ ピ ー 状 態 を 、 横 方 向 は 記 憶 制 御 装 置 か ら 取 得 し た グ ル
ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 状 態 情 報 の 組 み 合 わ せ を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 次 に コ ピ ー 状 態 の 判 定 処 理 に つ い て 、 図 １ ４ の フ ロ ー を 用 い て 説 明 す る 。 代 表 ホ ス ト は
取 得 し た グ ル ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 状 態 情 報 8100か ら 、 各 記 憶 制 御 装 置 の 状 態 情 報 (10H)お
よ び 代 表 エ ラ ー 情 報 (10E)を 取 り 出 す （ ス テ ッ プ ５ ４ ０ ０ ） 。 次 に 、 代 表 ホ ス ト は 取 り 出
し た 各 記 憶 制 御 装 置 の 状 態 情 報 を コ ピ ー ペ ア 状 態 で 分 類 し 、 同 じ コ ピ ー ペ ア 状 態 の ペ ア 数
を 加 算 す る （ ス テ ッ プ ５ ４ １ ０ ） 。 計 算 後 、 ス テ ッ プ ５ ４ １ ０ の 計 算 結 果 と コ ピ ー 状 態 判
定 表 8200に 記 載 さ れ た 数 と を 比 較 す る （ ス テ ッ プ ５ ４ ２ ０ ） 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 比 較 の 結 果 、 コ ピ ー ペ ア の 状 態 が エ ラ ー で は な い （ エ ラ ー 有 無 の 和 が ０ ） 場 合 （ ス テ ッ
プ ５ ４ ３ ０ NO） は 、 コ ピ ー 状 態 判 定 表 8200の 合 致 す る 欄 に 記 載 さ れ た 状 態 が グ ル ー プ コ ン
テ ナ の コ ピ ー 状 態 と な り 、 判 定 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 コ ピ ー ペ ア の 状 態 が エ ラ ー で あ る （ エ ラ ー 有 無 の 和 が 1以 上 ） 場 合 （ ス テ ッ プ ５ ４ ３ ０ Y
ES） は 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 状 態 情 報 8100を 再 度 参 照 し 、 代 表 エ ラ ー 情 報 (10I)の エ
ラ ー 有 無 が “ 有 ” に な っ て い る 記 憶 制 御 装 置 1000aを 特 定 し 、 さ ら に エ ラ ー 有 無 が “ 有 ”
の 記 憶 制 御 装 置 1000aの 代 表 エ ラ ー 情 報 (10I)の 代 表 エ ラ ー コ ー ド を 取 得 す る （ ス テ ッ プ ５
４ ４ ０ ） 。 代 表 ホ ス ト は 代 表 ホ ス ト の 操 作 者 (ユ ー ザ )に 上 記 の エ ラ ー 情 報 （ 記 憶 制 御 装 置
と そ の 代 表 エ ラ ー コ ー ド ） を 通 知 す る （ ス テ ッ プ ５ ４ ５ ０ ） 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 通 知 さ れ た エ ラ ー 情 報 を 解 析 す る こ と で 、 ユ ー ザ は 該 当 グ ル ー プ コ ン テ ナ に 登 録 さ れ た
特 定 の 記 憶 制 御 装 置 1000aの 該 当 グ ル ー プ の い ず れ か の コ ピ ー ペ ア で 障 害 が 発 生 し て お り
、 さ ら に そ の 障 害 が エ ラ ー コ ー ド の 示 す 障 害 種 別 で あ る こ と が 特 定 で き る 。 エ ラ ー 情 報 の
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通 知 を 受 け た ユ ー ザ は 別 の 手 段 を も ち い て 、 障 害 の 詳 細 を 特 定 す る た め 、 特 定 ペ ア の 状 態
を 確 認 す る 、 も し く は 記 憶 制 御 装 置 1000aの 状 態 を 確 認 す る と い っ た 作 業 を 行 う 。 上 記 作
業 は 確 認 対 象 の 記 憶 制 御 装 置 や 障 害 種 別 が 限 定 で き る た め 、 ユ ー ザ の 作 業 量 は 従 来 の 障 害
確 認 作 業 に 比 べ 大 幅 に 短 縮 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 リ モ ー ト コ ピ ー の 操 作 は グ ル ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 操 作 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ 操 作 を 使 用 す
る 。 は じ め に 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ 操 作 （ 登 録 ） で グ ル ー プ コ ン テ ナ を 作 成 す る 。 次 に グ ル
ー プ コ ン テ ナ 操 作 で 、 コ ピ ー グ ル ー プ を グ ル ー プ コ ン テ ナ に 追 加 す る 。 グ ル ー プ コ ン テ ナ
に コ ピ ー グ ル ー プ 登 録 後 は グ ル ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 操 作 で リ モ ー ト コ ピ ー 操 作 を 行 う 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 上 記 リ モ ー ト コ ピ ー の 操 作 は 図 １ ３ で 示 し た コ ピ ー 状 態 収 集 処 理 と 同 様 に 、 代 表 ホ ス ト
が 発 行 し た リ モ ー ト コ ピ ー の 操 作 を 含 ん だ ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 7300を １ 記 憶 制 御 装 置 1000
が 受 領 し 、 当 該 正 記 憶 制 御 装 置 1000aで 動 作 す る グ ル ー プ 代 表 処 理 部 が 当 該 操 作 を 別 記 憶
制 御 装 置 1000に 通 信 パ ス 530を も ち い て 転 送 す る こ と で 、 複 数 の 記 憶 制 御 装 置 を 跨 い だ グ
ル ー プ コ ン テ ナ 全 体 で の リ モ ー ト コ ピ ー 操 作 が 可 能 に な る 。
各 記 憶 制 御 装 置 1000で は ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 7300の 指 示 内 容 (8B)に 従 っ た コ ピ ー 処 理 を 行
う 。 指 示 内 容 が コ ピ ー 開 始 の 場 合 は 、 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aが 上 記 ス ト レ ー ジ 制 御
指 示 7300の 記 載 内 容 に 従 っ て 、 コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 １ ２ ３ ０ の 全 情 報 を 登 録 す る 。 た だ し
、 コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 １ ２ ３ ０ の コ ピ ー 状 態 （ 5B） は コ ピ ー 中 と し て 登 録 す る 。 さ ら に 正
ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは コ ピ ー 情 報 を 上 記 IOの 記 載 内 容 に 従 っ て ボ リ ュ ー ム 管 理 情 報
１ ２ ４ ０ の ペ ア 番 号 (6D)、 グ ル ー プ ID（ 6F） 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ ID（ 6G） に 登 録 し 、 そ の
後 デ ー タ の コ ピ ー 処 理 を 開 始 す る 。 該 当 す る コ ピ ー 元 と コ ピ ー 転 送 先 の ボ リ ュ ー ム の 内 容
一 致 後 、 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 １ ２ ３ ０ の コ ピ ー 状 態 （ 5B）
を 2重 化 に す る 。
指 示 内 容 が 一 時 停 止 の 場 合 、 正 ラ イ ト デ ー タ 受 領 部 1110aは コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 １ ２ ３ ０
の コ ピ ー 状 態 (5B)を 一 時 停 止 中 に し 、 コ ピ ー ペ ア の 処 理 の 一 時 停 止 手 続 き を 行 う 。 コ ピ ー
ペ ア の 一 時 停 止 手 続 き 終 了 後 は 上 記 コ ピ ー 状 態 (5B)を 一 時 停 止 に す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ま た 、 MFホ ス ト 100a、 OPENホ ス ト 200aか ら 制 御 可 能 な 記 憶 制 御 装 置 が 限 定 さ れ る 場 合 が
あ る 。 そ の 場 合 は 、 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aを 任 意 の 記 憶 制 御 装 置 で 処 理 可 能 に す る 必
要 が あ る 。 こ の 場 合 、 ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 7300の う ち の グ ル ー プ 代 表 処 理 部 操 作 を 用 い る
。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 た と え ば 、 １ 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 対 し 、 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 1140aを 実 行 さ せ た い 場
合 、 当 該 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 対 し 、 ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 7300で 指 示 内 容 が グ ル ー プ 代
表 処 理 部 操 作 （ 登 録 ） で あ る ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 を 含 ん だ IO要 求 を 代 表 ホ ス ト が 発 行 す る
。 当 該 指 示 を 受 領 し た 記 憶 制 御 装 置 は グ ル ー プ 代 表 処 理 を 開 始 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 で は 複 数 の 記 憶 制 御 装 置 間 に ま た が っ た リ モ ー ト コ ピ ー で 、 整
合 性 を 保 証 す る た め に 、 １ 正 記 憶 制 御 装 置 内 の グ ル ー プ 代 表 処 理 部 が リ モ ー ト コ ピ ー 対 象
と し て 登 録 さ れ た 複 数 の 正 記 憶 制 御 装 置 に 対 し 、 時 間 的 な 区 間 を リ モ ー ト コ ピ ー で 転 送 さ
れ る デ ー タ に 入 れ 込 む 処 理 を 実 施 し 、 さ ら に 上 記 の 複 数 の 正 記 憶 装 置 に 対 し 時 間 的 な 区 間
を 入 れ る 処 理 の あ と に 、 ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 7300も 分 配 す る こ と で 、 複 数 の 記 憶 制 御 装 置
に ま た が っ た リ モ ー ト コ ピ ー の 状 態 を １ 記 憶 制 御 装 置 か ら 取 得 で き 、 ま た 複 数 の 記 憶 制 御
装 置 に ま た が っ た リ モ ー ト コ ピ ー の 操 作 を 実 施 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 実 施 例 に お け る 計 算 機 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 リ モ ー ト コ ピ ー の コ ピ ー ペ ア 、 グ ル ー プ 、 グ ル ー プ コ ン テ ナ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 グ ル ー プ コ ン テ ナ 管 理 情 報 の 形 式 例 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 グ ル ー プ 管 理 情 報 の 形 式 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ラ イ ト デ ー タ 管 理 情 報 の 形 式 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 グ ル ー プ コ ピ ー 状 態 情 報 の 形 式 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 コ ピ ー ペ ア 管 理 情 報 の 形 式 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ボ リ ュ ー ム 管 理 情 報 の 形 式 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 正 記 憶 制 御 装 置 が ホ ス ト か ら 、 リ モ ー ト コ ピ ー の コ ピ ー 元 と な る 論 理 ボ リ ュ ー ム
に 対 す る ラ イ ト IO要 求 を 受 領 し た 場 合 の 処 理 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 が 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 対 し て ラ イ ト 要 求 の 処 理 の 保 留
と 区 間 番 号 の 更 新 指 示 す る 処 理 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 正 記 憶 制 御 装 置 か ら 副 記 憶 制 御 装 置 へ の ラ イ ト デ ー タ の 転 送 処 理 の 一 例 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 副 記 憶 制 御 装 置 に お け る コ ピ ー 転 送 先 論 理 ボ リ ュ ー ム へ の ラ イ ト デ ー タ の 反 映
処 理 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 正 記 憶 制 御 装 置 内 の コ ピ ー 状 態 収 集 処 理 の 一 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 ホ ス ト 計 算 機 が コ ピ ー 状 態 収 集 ・ 判 定 を 行 う 処 理 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 7300の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 到 着 済 ラ イ ト デ ー タ 情 報 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 ス ト レ ー ジ 制 御 指 示 に お け る グ ル ー プ コ ン テ ナ コ ピ ー 状 態 情 報 の 報 告 形 式 の 一
例 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 グ ル ー プ の コ ピ ー 状 態 判 定 表 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 複 数 記 憶 制 御 装 置 の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 コ ピ ー 状 態 遷 移 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 が 正 記 憶 制 御 装 置 1000aに 対 し て ラ イ ト 要 求 の 処 理 の 保 留
と 区 間 番 号 の 更 新 指 示 す る 処 理 の 一 例 を 示 し た 図 で 、 特 に グ ル ー プ 代 表 処 理 部 が 存 在 し な
い 記 憶 制 御 装 置 の 処 理 を 示 す 。
【 図 ２ ２ 】 副 記 憶 制 御 装 置 に お け る コ ピ ー 転 送 先 論 理 ボ リ ュ ー ム へ の ラ イ ト デ ー タ の 反 映
処 理 の 一 例 を 示 す 図 で 、 特 に グ ル ー プ 代 表 処 理 部 が 存 在 し な い 記 憶 制 御 装 置 の 処 理 を 示 す
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ ０ 】
10:正 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム 、 10b:副 ス ト レ ー ジ シ ス テ ム 、 100a:正 MFホ ス ト 、 200a:正 OPEN
ホ ス ト 、 100b:副 MFホ ス ト 　 、 200b:副 OPENホ ス ト 、 1140a:正 グ ル ー プ 代 表 処 理 部 、 1000a
、 1000b,1000c:正 ス ト レ ー ジ 制 御 装 置 、 1000b:副 ス ト レ ー ジ 制 御 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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